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注意事項

著作権表示

© Keysight Technologies, 2017-2022

米国および国際著作権法の規定に基づき、キーサイト・テクノロジーによる事前の同意と書面による許可なしに、本書

の内容をいかなる手段でも(電子的記憶および読み出し、他言語への翻訳を含む)複製することはできません。

マニュアルパーツ番号

E36100-90006

版

第5版、2022年11月

出版者

Keysight Technologies
Bayan Lepas Free Industrial Zone
11900 Penang
Malaysia

保証

本書の内容は「現状のまま」で提供されており、改訂版では断りなく変更される場合があります。また、キーサイトは、

法律の許す限りにおいて、本書およびここに記載されているすべての情報に関して、特定用途への適合性や市場商品

力の黙示的保証に限らず、一切の明示的保証も黙示的保証もいたしません。キーサイトは本書または本書に記載さ

れた情報の適用、実行、使用に関連して生じるエラー、間接的および付随的損害について責任を負いません。キーサ

イトとユーザーが別途に締結した書面による契約の中で本書の情報に適用される保証条件が、これらの条件と矛盾す

る場合は、別途契約の保証条件が優先されるものとします。

テクノロジーライセンス

本書に記載されたハードウェアおよびソフトウェア製品は、ライセンス契約条件に基づき提供されるものであり、そのライ

センス契約条件の範囲でのみ使用し、または複製することができます。
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米国政府の権利

本ソフトウェアは連邦調達規則 (FAR) 2.101により定義される「商用コンピューターソフトウェア」です。FAR 12.212および

27.405-3ならびに国防総省調達規則 (DFARS) 227.7202に従い、合衆国政府は、商用コンピューターソフトウェアを、

当該ソフトウェアが通常公衆に提供される場合と同様の条件で調達します。したがって、Keysightは本EULAに記された

自社の標準的な商用ライセンス契約に基づき、合衆国政府顧客に本ソフトウェアを提供します。これは、エンド・ユー

ザー・ライセンス契約 (EULA) によって具体化されています。EULAは、http://www.keysight.com/find/sweulaからダウン

ロードできます。本EULAで定められているライセンスは、独占的な権限を示すもので、これによって米国政府には、ソフ

トウェアを使用、変更、頒布および開示が許されます。本EULAとそこに定めるライセンスは、Keysightが以下の行為その

他を行うことを要求するものでも許容するものでもありません: (1) 通常は公衆に提供されていない商用コンピューターソ

フトウェアまたは商用コンピューターソフトウェアのドキュメンテーションに関する技術情報の提供；または(2) 商用コン

ピューターソフトウェアもしくは商用コンピューターソフトウェアのドキュメンテーションの使用、改変、複製、発表、実演、

展示もしくは開示に関して通常公衆に提供されている権利の範囲を超えた、合衆国政府への権利の開放その他の供

与。本EULAに定める要件以外の更なる政府要件が課されることはないものとします。ただし、それらの条件、権利また

はライセンスの適用が、FARおよびDFARSに定める商用コンピューターソフトウェアの提供者全員に対し明示的に要求さ

れ、かつ、本EULAの別の箇所に明記されている場合はこの限りではありません。キーサイトは、本ソフトウェアをアップ

デート、修正、あるいはその他の形で変更する義務を負わないものとします。FAR 2.101で定義されているすべての技

術データについては、FAR 12.211および27.404.2、およびDFARS 227.7102に従い、米国政府はFAR 27.401または

DFAR 227.7103-5 (c)で定義されている制限された権限を超えない範囲で調達します。これはすべての技術データに

適用されます。

サード・パーティ・ライセンス

このソフトウェアの一部は、オープンソースの利用条件を含むサードパーティによってライセンスされています。これらのラ

イセンスでキーサイトがソースコードの利用を可能にすることを求めている場合は、キーサイトはライセンスの範囲内で、

無料でソースコードを利用できるようにします。詳細については、Keysightサポート

https://www.keysight.com/find/assistにお問い合わせください。

Waste Electrical and Electronic Equipment(WEEE)

本製品は、WEEE指令の販売要件に準拠しています。貼付の製品ラベル(下を参照)は、本電気／電子製品を家庭ゴ

ミとして廃棄してはならないことを示します。

製品カテゴリー：WEEE指令の付属書1の機器タイプによると、本製品は「モニタリング／制御機器」製品に分類されま

す。家庭ゴミとして廃棄しないでください。

不要な製品を返品する場合は、計測お客様窓口までお問い合わせになるか、以下のWebサイトで詳細をお確かめく

ださい。

詳細については、about.keysight.com/en/companyinfo/environment/takeback.shtmlを参照してください。
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適合宣言書

本製品およびその他のキーサイト製品の適合宣言書はウェブサイトからダウンロードできます。

https://regulations.about.keysight.com/DoC/default.htmに移動します。製品番号で検索して、最新の適合宣誓書

をご確認ください。

安全情報

注意の表示は、危険を表します。ここに示す操作手順や規則などを正しく実行または遵守しないと、製品の損傷また

は重要なデータの損失を招くおそれがあります。指定された条件を完全に理解し、それが満たされていることを確認す

るまで、注意の指示より先に進まないでください。

警告の表示は、危険を表します。ここに示す操作手順や規則などを正しく実行または遵守しないと、怪我または死亡

のおそれがあります。指定された条件を完全に理解し、それが満たされていることを確認するまで、警告の指示より先

に進まないでください。
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安全および規制情報

安全に関する注意事項

以下の安全に関する一般的な注意事項は、本器の操作、サービス、修理のあらゆる段階において遵守する必要があ

ります。これらの注意事項や、本書の他の部分に記載された具体的な警告を守らないと、本器の設計、製造、想定さ

れる用途に関する安全標準に違反します。キーサイト・テクノロジーは、顧客がこれらの要件を守らない場合について、

いかなる責任も負いません。

電源を投入する前に

–本製品が利用可能なAC電源電圧に適合するように設定されており、適切なヒューズが取り付けられて

いることを確認します。本器底面のラベルに従ってパワーを設定します。詳細については、オプションと

ヒューズ情報を参照してください。

機器は接地すること

本製品は安全クラスIの機器(感電防止用アース端子を装備)です。感電の危険を避けるため、本器の

シャーシとキャビネットを電気的アースに接続する必要があります。本器をAC電源に接続するには3極電

源コードを使用し、3極目を電源コンセントの電気的アース(安全用アース)端子にしっかりと接続してくださ

い。感電防止用(アース)線が切れているか、感電防止用アース端子が接続されていない場合は、感電

事故のおそれがあります。電圧低下のために外部オートトランス経由で本器に電源を供給する場合、

オートトランスのコモン端子を必ずAC電源のニュートラル(アースされた極)に接続してください。

爆発の危険性のある場所や濡れた環境では使用しないこと

可燃性のあるガスや煙、蒸気がある環境、または濡れた環境でデバイスを使用しないでください。

本器に損傷または欠陥がある場合は使用しないこと

本器に損傷または欠陥が認められる場合は、ただちに使用をやめ、誤って使用されないよう必要な措置

を講じた上で、有資格のサービスマンに修理を依頼してください。

測定器の部品を交換したり、改造したりしないこと

事故の危険性が増えるため、測定器に交換部品を装着したり、測定器を無断で改造したりしないでくだ

さい。サービスおよび修理の際には、測定器をKeysight Technologiesセールス／サービス・オフィスに返送

し、安全機能が保持されるようにしてください。セールス／テクニカルサポートに関するキーサイトへのお問

い合わせについては、以下のキーサイトウェブサイトのサポートリンクを参照してください。

www.keysight.com/find/assist(修理およびサービスのワールドワイドの問い合わせ情報)

60 Vdcを超える出力を扱う場合は注意してください

60 Vdcを超える出力電圧を扱う場合は常に注意してください。感電の危険があります。

付属の電源コードを使用すること

デバイスは必ず付属の電源コードと一緒に使用してください。

指示どおりに機器を使用すること

機器をメーカーの指示どおりに使用しないと、機器の安全機能が損なわれる可能性があります。

通気口をふさがないこと

機器の通気口をふさがないでください。
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機器への接続前に機器のすべてのマークを確認すること

機器にケーブルを接続する前に、機器のすべてのマークを確認してください。

出力端子に接続する前に機器をオフにすること

出力端子に接続する前に、デバイスの電源をオフにしてください。

カバーが正しく固定されていることを確認すること

カバーが取り外された状態、またはきちんと固定されていない状態で機器を使用しないでください。

わずかに湿らせた布で清掃すること

測定器の外側は、柔らかい糸くずのない布をわずかに湿らせて清掃します。洗剤、揮発性の液体、化学

溶剤は使用しないでください。

安全記号

シンボル 意味

注意、危険あり(具体的な警告／注意情報についてはマニュアルを参照 )。

感電防止用アース(グランド )端子。

フレームまたはシャーシ(グランド )端子。

双安定押しボタンのオン位置。

双安定押しボタンのオフ位置。

交流 (AC)。

直流 (DC)。

プラス、正極性。

マイナス、負極性。

警告記号は危険であることを示します。ここに示す手順や規則などを正しく実行または遵守しないと、怪我

するおそれがあります。指定された条件を完全に理解し、それが満たされていることを確認するまで、警告記

号より先に進まないでください。

注意記号は危険であることを示します。ここに示す操作手順などを正しく実行または遵守しないと、製品の

一部または全部を損傷または破壊するおそれがあります。指定された条件を完全に理解し、それが満たされ

ていることを確認するまで、注意記号より先に進まないでください。

注意記号は重要な情報であることを示します。強調するべき手順、規則、条件などに注意を喚起します。
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規制適合マーク

シンボル 説明

RCMマークは、オーストラリアの通信メディア庁の登録商標です。

CEマークは、欧州共同体の登録商標です。このCEマークは、製品が関連するすべての欧州の法

指令に適合することを示します。

ICES/NMB-001は、このISMデバイスがカナダのICES-001に適合していることを示します。

Cet appareil ISM est conforme a la norme NMB-001 du Canada.
ISM GRP.1 Class Aは、本製品がIndustrial Scientific and Medical Group 1 Class A製品であることを示しま

す。

この記号は、通常使用時に危険物質または有害物質が漏れ出すことがないと考えられる期間の

長さを示します。製品の期待寿命は約40年間です。

EMC規制に対する韓国の認証マークです。専門的な用途および家庭用以外の電磁界環境での

使用に適したClass Aの機器です。

CSAマークは、カナダ規格協会の登録商標です。

South Korean Class A EMC declaration：

ユーザーに対する情報：

この機器は、ビジネス環境での使用に対して適合性が評価されています。居住環境では、この機器により電波干渉が

生じる可能性があります。

– このEMCステートメントは、ビジネス環境でのこの機器の使用に対してのみ適用されます。

사용자안내문

이기기는업무용환경에서사용할목적으로적합성평가를받은기기로서가

정용환경에서사용하는경우전파간섭의우려가있습니다.

– 사용자안내문은 “업무용방송통신기자재”에만 적용한다.

安全およびEMC要件

この電源は、安全規格およびEMC(電磁環境適合性)規格の要件に従って設計されています。

– 低電圧指令(2014/35/EU)

– EMC指令(2014/30/EU)

– IEC61010-1:2010/EN61010-1:2010

– IEC61326-1:2012/EN61326-1:2013
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環境条件

E36100Bシリーズは屋内の結露が少ない場所で使用するように設計されています。下の表に、本器の一般的な環境

要件を示します。

環境条件 要件

温度 動作条件：0℃～40℃

保管条件：－20℃～70℃

湿度 動作条件：最大80 %相対湿度 (40 °C、非結露 )

保管条件：最大90 %相対湿度 (65℃、非結露 )

高度 最大2000 m

汚染度 2

設置カテゴリー(AC入力 ) カテゴリーII
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1 測定前の準備

はじめに

オプションとヒューズ情報

プログラミング範囲

電圧レンジと電流レンジの拡張

フロントパネル操作

リモート制御

測定器のラックマウント

この章では、E36100BシリーズプログラマブルDC電源の一般的な操作情

報について説明します。
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はじめに

Keysight E36100Bシリーズには、以下の特長や特性を備えたDCベンチ／システム用電源があります。

– 単出力：最大100 V/5 A

– 小型：2ラックユニット (2U)、1/4ラックの形状

– リモートセンス機能

– わかりやすいフロントパネル

– 視認性の高い有機発光ダイオード(OLED)ディスプレイ

– 優れた性能：確度、過渡応答、立ち上がり／立ち下がり時間

– LAN(LXI Core)およびUSBインタフェース(SCPISによるリモートプログラミング用)

フロントパネル

項目 説明

A 丈夫なキャリングハンドル

B どこからでも容易に視認できる、高コントラストのOLEDディスプレイ

C 設定が容易なロータリーノブ

D 高速電圧／電流設定とフロントパネル電子校正

E わかりやすいユーザーインタフェースを開くMenu(メニュー)キー

F テスト中の不慮の変更を防止する、フロントパネルのロック機能

G 出力オン／オフスイッチにより、DUTをすばやく保護

H デュアル位置電源スイッチ

I センス端子

J 出力端子

K グランド基準ポイント
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リアパネル

リアパネルには、電源入力、標準LANおよびUSBポート、セキュリティースロットがあります。必ず、測定器に付属の電源

コード、または同等の定格の電源コードを使用してください。
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ディスプレイ

電源のフロントパネルには、視認性の高いOLEDディスプレイが搭載されています。

ディスプレイの左上隅には、CVまたはCCと表示され、測定器が定電圧モードまたは定電流モードであることを示しま

す。その下には、2Wまたは4Wと表示され、2端子(ノーマル)または4端子(リモートセンシング)測定の使用中であることを

示します。ディスプレイの右側には出力電圧と電流(出力がオンの場合)が表示され、電圧と電流の設定値が画面の下

部付近に表示されます。

画面の一番下には矢印を表示することができます。それぞれの矢印は異なるインジケーターを表します。

ラベル 意味

ERR エラーが発生しました。

OCP 過電流保護イベントが発生しました。

OVP 過電圧保護イベントが発生しました。

RMT 測定器はリモートプログラミングされています。

LCK フロントパネルはロックされています。
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寸法図

測定器のセットアップ

測定器の脚を、表面が平坦かつ滑らかで水平な場所に設置します。出力リードとセンスリードをフロントパネルに接続

し、リードが互いにショートしないように注意します。電源ケーブルをリアパネルに接続し、主電源に接続します。必要に

応じて、LAN、USBケーブルを接続します。セキュリティー・ロック・ケーブルによって測定器を保護することもできます。

ケーブルやコードを測定器から取り外す前に、フロントパネルの電源スイッチを使って測定器をオフにし、着脱式電源

コードのプラグを抜いて電源から取り外してください。
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オプションとヒューズ情報

測定器に使用する主電源に合う適切なオプションを購入してください。

0EM、0E3、0E9の各オプションにより、出荷時の電源電圧設定が決まります。デフォルトでは、230 Vac±10 %、47～63
Hzの入力電圧(オプション0E3)用に設定されています。

オプション 説明

0EM 115 Vac±10 %、47 Hz～63 Hzの入力電圧

0E3 230 Vac±10 %、47 Hz～63 Hzの入力電圧

0E9 100 Vac±10 %、47 Hz～63 Hzの入力電圧

E36102B、E36103B、E36104B、E36105B、およびE36106Bの入力電力は最大200 VAです。

適正なAC入力電源電圧とヒューズを使用してください

適切なスイッチ設定の使用

電源のAC入力電源電圧セレクターを変更するには、電源の底面にある2個のAC電源ラインスイッチを使用します(下図

を参照)。

例えば、230 Vを選択するには、スイッチの下に示されている図のように、左側のスイッチを左に、右側のスイッチを右にス

ライドさせます。

115 Vを選択するには、両方のスイッチを左側にスライドさせ、100 Vを選択するには、2つのスイッチが互いに向き合うよう

に動かします。
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適切なヒューズの使用

100および115 Vac入力には時間遅延2 Aヒューズを、230 Vac入力には時間遅延1 Aヒューズを使用してください。

パーツ番号 説明 メーカー アプリケーション

2110-1639 ヒューズ1 A、250 V遅延型 Littelfuse 230 V AC電源ライン電圧

2110-1640 ヒューズ2 A、250 V遅延型 100/115 V AC電源ライン電圧

以下の3つの手順に従って、適切なヒューズを取り付けてください。

ヒューズホルダーを電源から

挿入します。

ヒューズを取り外して正しい

ヒューズホルダーに挿入します。

ヒューズホルダーを電源に再度、

挿入します。
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プログラミング範囲

下表に、各モデルに対してプログラム可能な最大電圧、電流、パワーを示します。DEFault電圧は常に0 Vです。

モデル 最大電圧(V) 最大電流(A) 最大低電流(A) 最大パワー(W)

E36102B 6 5.0 0.020 30

E36103B 20 2.0 0.008 40

E36104B 35 1.0 0.004 35

E36105B 60 0.6 0.003 36

E36106B 100 0.4 0.002 40

実際の設定値はこれらの公称値より3 %大きくなりますが、測定器の仕様が保証されるのはこの表に示す値までです。

プログラミングおよびリードバック分解能の表

モデル 電圧プログラミング 電圧リードバック 電流プログラミング 電流リードバック 小電流リードバック

E36102B 0.001 V 0.001 V 0.001 A 0.001 A 0.001 mA

E36103B 0.001 V 0.001 V 0.001 A 0.001 A 0.001 mA

E36104B 0.001 V 0.001 V 0.001 A 0.001 A 0.001 mA

E36105B 0.001 V 0.01 V 0.001 A 0.0001 A 0.001 mA

E36106B 0.001 V 0.01 V 0.001 A 0.0001 A 0.001 mA
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電圧レンジと電流レンジの拡張

電源電圧が公称値以上であれば、最大定格出力を超える電圧と電流を供給できることがあります。

電源に損傷を与えることなく定格出力を最大＋3 %まで拡張できますが、この範囲では仕様を満たす性能は保証され

ません。電源電圧を入力電圧レンジの上限で維持できれば、仕様を満たす性能を発揮できる可能性が高くなり、電

圧出力または電流出力のいずれか1つのみが超過した場合でも仕様内で動作できる可能性が高くなります。

直列接続

最大4台までのE36100Bシリーズ電源を、任意の1台の電源の出力アイソレーション定格まで接続して、1台の電源よ

りも大きな電圧を得ることができます。直列接続した電源は、両方の電源に1つの負荷を接続した状態でも、各電源

に別々の負荷を接続した状態でも動作できます。この電源では、他の電源と直列に接続して動作させる場合に負荷

が短絡したり、1つの電圧を他の電源とは別にオンにしても破損しないように、逆極性ダイオードが出力端子間に接続さ

れています。

直列接続を使用した場合は、出力電圧は個々の電源の電圧の合計となります。電流は、いずれか1つの出力の電流

になります。必要な出力電圧を得るには、各電源を調整する必要があります。

並列接続

最大4台までのE36100Bシリーズ電源を並列接続して、1台の電源よりも大きな総出力電流を得ることができます。総

出力電流は、個々の電源の出力電流の合計になります。各電源の出力は個別に設定できます。1つの電源の出力

電圧を目的の出力電圧に設定し、他の電源はこの設定値よりも若干高い電圧に設定してください。出力電圧を高く

設定した電源は定電流出力として動作し、他の電源の出力と等しくなるまで出力電圧が低下します。他の電源は定

電圧動作を続け、全負荷の要求を満たすために必要な定格電流の一部のみを供給します。
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フロントパネル操作

このセクションでは、測定器のフロントパネルから次の操作を実行する方法について説明します。

LANインタフェースの設定

電圧と電流の設定

2端子または4端子の測定を指定します

過電流保護(OCP)および過電圧保護(OVP)を設定します

OCPまたはOVPイベントをクリアーします

過熱保護(OTP)イベントをクリアーします

フロントパネルのロックとロック解除

機器ステートの保存またはリコール

電源投入時の状態の設定

エラーコードを読み取る

LANインタフェースの設定

通常は、LANケーブルを接続して測定器をオンにするだけで、LANに接続できるはずです。ただし、デフォルト値以外の

接続を指定したい場合や、与えられている値を確認する必要がある場合には、以下の手順に従います。このセクション

では、LAN設定を表示して変更する手順を紹介します。

1. [Menu(メニュー)]を押します。

2. ノブをI/O Config(I/O設定 )まで回して、ノブを押します。

3. ノブを[LAN]まで回して、ノブを押します。

4. ノブを目的のIPアドレス(xxx.xxx.xxx.xxx形式の値)まで回します。ここで、xxxはそれぞれ、0～255の10進数を表しま

す。[Voltage/Current(電圧／電流 )]を押して数値間を移動し、ノブを押して完了します。

5. 正常に変更されると、測定器は一時的にCHANGE SAVEDと表示します。

6. IPアドレスを設定する場合と同じ方法で、ノブを目的のサブネットアドレスまで回します。ノブを押して選択します。

7. 正常に変更されると、測定器は一時的にCHANGE SAVEDと表示します。

8. ノブを目的のゲートウェイアドレスまで回します。ノブを押して選択します。

9. 正常に変更されると、測定器は一時的にCHANGE SAVEDと表示します。

10. [Menu(メニュー)]を押してメニューシステムを終了します。
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電圧と電流の設定

メニューが表示されている場合は、電圧および電流を設定する前にメニューを終了する必要があります。

1. [Voltage / Current]を押します。

2. ノブを目的の電圧値まで回して、ノブを押して桁間を移動します。

3. [Voltage / Current]を押します。

4. ノブを目的の電流値まで回して、ノブを押して桁間を移動します。

5. [Voltage / Current]を押します。

6. ディスプレイにOFFと表示されている場合は、[Output On / Off(出力オン／オフ)]を押して、出力をオンにします。も

う一度このキーを押すと、出力がオフになります。

定電圧／定電流

出力負荷抵抗が電圧設定を電流設定で割った値を超えると、測定器は定電圧モードで動作します。電流は電圧を

負荷抵抗で割ったものになります。

出力負荷抵抗が電圧設定を電流設定で割った値より小さい場合は、測定器は定電流モードで動作します。電圧は

電流に負荷抵抗を掛けたものになります。

2端子または4端子の測定を指定します

フロントパネルのリモートセンス端子を使用して、被試験デバイス(DUT)の電圧を測定することもできます。このオプション

を使用するかどうかを指定するには、以下の手順に従います：

1. [Menu]を押します。

2. ノブをSense Setting(センス設定 )まで回して、ノブを押します。

3. ノブをInternal(内部 )またはExternal(外部 )まで回して、ノブを押します。

内部設定では、出力とセンスコネクタを接続するように電源内部のリレーが設定されます。すなわち、2本のワイヤーだ

けが使用され、リモートセンシングはオフになります。外部設定では、出力とリモートセンシング入力を切断するように電

源内部のリレーが設定されます。すなわち、4本のワイヤーが使用され、リモートセンシングはオンになります。
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過電流保護 (OCP)および過電圧保護 (OVP)を設定します

1. [Menu]を押します。

2. ノブをOCP Set(OCP設定 )またはOVP Set(OVP設定 )まで回して、ノブを押します。

3. もう一度ノブを押して、OCP Delay(OCP遅延)またはOVP Level(OVPレベル)を選択します。

4. ノブを目的のOCPまたはOVPリミット値まで回します。ノブを押します。

5. ノブをOCP On(OCPオン)、OCP Off(OCPオフ)、OVP On(OVPオン)、またはOVP Off(OVPオフ)まで回して、OCPま
たはOVPをオン／オフします。

6. ノブを[Exit Menu]まで回して、ノブを押します。

OCPまたはOVPをオンにした場合、OCPまたはOVPインジケーターの上に三角形が表示されます。

OCPまたはOVPイベントをクリアーします

過電流または過電圧イベントを示すために、OCP TRIPPED(OCPがトリップしました)またはOVP TRIPPED(OVPがトリップし

ました)というメッセージが目立つように表示されます。OCPまたはOVPの上の三角形は、イベントがクリアーされるまで点

滅し続けます。

OCP/OVPが発生すると、出力が自動的にオフになります。

1. まず、OCPまたはOVPイベントを引き起こした条件を修正します。これを行う方法は3つあります。

a. 上述のように、OCPまたはOVPをオフにします。

b. OCPまたはOVPレベルを下回る電流または電圧レベルを設定します。電圧設定、電流設定、または負荷の抵

抗を調整することによってこれを行うことができる場合もあります。

c. 電流または電圧レベルを上回るOCPまたはOVPリミット値を設定します。

2. [Menu]を押します。

3. ノブをOCP Set(OCP設定 )またはOVP Set(OVP設定 )まで回して、ノブを押します。

4. ノブを目的のOCPまたはOVPリミット値まで回します(変更が必要な場合)。ノブを押します。

5. ノブをOCP Clear(OCPクリアー)またはOVP Clear(OVPクリアー)まで回して、ノブを押します。

Keysight E36100Bシリーズ操作／サービスガイド 24



過熱保護 (OTP)イベントをクリアーします

OTPイベントを示すために、OTP TRIPPED(OTPがトリップしました)というメッセージが目立つように表示されます。さらに、

ERRの上の三角形は、エラーイベントがクリアーされるまで点滅し続けます。

OTPが発生すると、出力が自動的にオフになります。

過熱イベントはエラーリストに記録されるので、OTPイベントをクリアーしてから出力をオンにする必要があります。

1. まず、OTPイベントを引き起こした条件を修正し、測定器を冷まします。

2. [Menu]を押します。

3. ノブをError(エラー)まで回して、ノブを押します。待ち行列内にあるエラー数を示すために、3 ERRORS(3つのエラー)
(数は変化します)などのメッセージが短時間表示されます。

4. ノブを回してエラーコードを順番に表示しながら記録します。ノブキーを押すと、エラーの説明が表示されます。

[Menu(メニュー)]を押して終了し、エラーリストをクリアーします。

測定器がオーバーヒートしたままの場合は、OTPイベントはクリアー後も再び発生します。

フロントパネルのロックとロック解除

メニューが表示されている場合は、フロントパネルをロックする前にメニューを終了する必要があります。

1. [Lock/Unlock(ロック／アンロック)]を押して、フロントパネルをロックします。これにより、以下に示すように、LCKイン

ジケーターの三角形が表示されます。

2. フロントパネルのロック後にキーを押すと、HOLD KEY(キーを押し続けてください)とディスプレイに表示されます。この

メッセージは、フロントパネルのロックを解除してLCKをクリアーするには、[Lock/Unlock(ロック／アンロック)]キーを

押し続ける必要があることを示します。
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機器ステートの保存またはリコール

10のメモリ(0～9)のうちの1つに機器ステートを保存し、リコールすることができます。このため、一般的なアプリケーション

向けに測定器を短時間で構成できます。

機器ステートには、測定器の出力イネーブルステータス、電圧／電流設定、OCP/OCV設定があります。エラーコードや

LAN設定情報は含まれません。

機器ステートを保存またはリコールする手順

1. [Menu]を押します。

2. ノブをStore(記録 )(またはRecall(リコール))まで回して、ノブを押します。

3. ノブを任意のオプション(Store 0(記録0)～Store 9(記録9)(またはRecall 0(リコール0)～Recall 9(リコール9)の範

囲)まで回し、ノブを押して、測定器の現在のステートを指定したメモリに記録するか、リコールします。

4. 測定器は、一時的にDONEと表示します。

電源投入時の状態の設定

電源投入時の状態をデフォルト (*RST)ステートまたは10のメモリ(0～9)のうちの1つに記録されているステートとしてリコー

ルすることができます。電源投入時の状態を設定するには、以下の手順に従います：

1. [Menu(メニュー)]を押します。

2. ノブをPower-on(電源投入時 )まで回して、ノブを押します。

3. ノブをDefault(デフォルト )、または任意のステート (Recall 0(リコール0)～Recall 9(リコール9)の範囲)まで回し、ノブを

押して選択します。

4. リコールステートが前のステートと異なる場合はCHANGED SAVED(変更して保存)、同じステートを選択した場合は

NO CHANGE(変更なし)と短時間表示されます。

エラーコードを読み取る

これを実行する必要があるのは、以下に示すように、画面の左下隅のERRの上に三角形が表示されてい

る場合だけです。以下の手順を入念に実行して、各エラーコードを順番に記録してください。このメニュー

を終了すると、エラーコードを再度取得することはできません。

1. [Menu]を押します。

2. ノブをError(エラー)まで回して、ノブを押します。待ち行列内にあるエラー数を示すために、3 ERRORS(3つのエラー)
(数は変化します)などのメッセージが短時間表示されます。

3. ノブを回してエラーコードを順番に表示しながら記録します。
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リモート制御

2つの方法で測定器をリモート制御できます。SCPIで測定器をプログラムするには、Keysight IOライブラリを使用しま

す。シミュレートされたフロントパネルで測定器を制御するには、測定器のウェブインタフェースを使用します。

Keysight IOライブラリスイート

Keysight IOライブラリスイートは、測定器を自動的に検出する無料の測定器制御ソフトウェアを統合したもので、LAN、

USB、GPIB、RS-232Cなどのインタフェース経由で測定器を制御できます。詳細またはIOライブラリのダウンロードについ

ては、www.keysight.com/find/iosuiteを参照してください。

E36100Bシリーズのウェブインタフェース

測定器のウェブインタフェースを使用すれば、測定器をウェブブラウザーからモニター／制御できます。測定器のIPアドレ

スまたはホスト名をブラウザーのアドレスバーに入力してEnterを押すだけで、接続できます。

400:Bad Request(不正な要求)を示すエラーが表示された場合は、Webブラウザーの"cookie"の問題に関連

するエラーです。この問題を回避するためには、アドレスバーのIPアドレス(ホスト名ではなく)を使用してウェ

ブインタフェースを起動するか、ウェブインタフェースを起動する直前にブラウザーからcookieをクリアーしま

す。

測定器の写真の下にあるチェックボックスをチェックすると、測定器のフロントパネルにあるインジケーターがオンになりま

す。これは、E36100Bシリーズの測定器を数台使用している場合に、接続している測定器を識別するのに便利です。

一番上にあるConfigure LANタブでは、測定器のLANパラメータを変更できます。測定器と通信できなくなる可能性が

あるので、変更する場合は注意してください。

27 Keysight E36100Bシリーズ操作／サービスガイド

http://www.keysight.com/find/iosuite


Control Instrumentタブをクリックすると、パスワードを尋ねられ(デフォルトはkeysight、すべて小文字)、次のような新し

いページが開きます。

このインタフェースでは、フロントパネルから操作しているように測定器を使用することができます。カーブした矢印キーを

使ってノブを「回す」ことができます。フロントパネルの他のキーを押すようにノブをクリックすれば、ノブを「押す」ことができ

ます。

警告メッセージをお読みください

Control Instrumentページの上方に表示されている警告メッセージをよく読んで理解してください。
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接続の詳細な技術情報

ほとんどの場合、IOライブラリスイートまたはWebインタフェースを使用すれば、測定器に簡単に接続できます。以下のこ

とを知っておくと参考になる場合もあります。

インタフェース 詳細

VXI-11 LAN VISA文字列：TCPIP0::<IPアドレス>::inst0::INSTR

例：TCPIP0::192.168.10.2::inst0::INSTR

Web UI ポート番号80、URL http://<IPアドレス>/

USB0::0x2A8D::<製品 ID>::<シリアル番号>::0::INSTR

例：USB0::0x2A8D::0x0902::MY55160003::0::INSTR

ベンダーID：0x2A8D、製品 IDは0x0902、測定器のシリアル番号はMY55160003。

製品 IDはモデルによって異なります：0x1502(E36102B)、0x1602(E36103B)、0x1702(E36104B)、0x1802(E36105B)、
0x1902(E36106B)

ソケットの使用

電源を使用してデータソケットを作成することができます。

キーサイトの測定器は、SCPIソケットサービスにポート5025を使用することで統一されています。このポートのデータソ

ケットは、ASCII/SCPIコマンド、問合せ、問合せ応答の送受信に使うことができます。コマンドはすべて、改行で終わらな

ければメッセージが解析されません。問合せ応答もすべて、改行で終わります。
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測定器のラックマウント

ラックマウントの際には、以下の説明のようにラック・マウント・キットをご使用ください。ラック・マウント・キッ

トには、設置手順書が付属しています。

ラックキャビネット内にサポートレールを使用してください。

過熱を防ぐために、機器内部と外部との間の通気を妨げないようにしてください。内部の空気の流れを適

切に維持するために、機器の背面、側面、底面に十分な空間を確保してください。

電源は、標準の19インチラックキャビネットにマウントできます。メインフレームは2ラックユニット (2U)のスペースに収まるよ

うに設計されています。

ラックマウントする際には、本器の脚を取り外してください。本器側面と背面の吸気口と排気口をふさがないでください。

1台の測定器のラックマウント

1台の測定器をラックマウントするには、E36102-66502をオーダーしてください。

複数の測定器の隣接ラックマウント

2ユニット用フランジ付きラック・マウント・キット (E36102-
66503)

3ユニット用フランジ付きラック・マウント・キット (E36102-
66504)

4ユニット用フランジ付きラック・マウント・キット (E36102-
66505)

4ユニット用フランジ／ハンドル付きラック・マウント・キット

(E36102-66506)
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2 SCPIプログラミング

SCPI言語の概要

エラーメッセージ

SCPIステータスレジスタ

APPLyサブシステム

CALibrationサブシステム

CURRentサブシステム

DISPlayサブシステム

IEEE-488サブシステム

MEASureサブシステム

OUTPutサブシステム

STATusサブシステム

SYSTemサブシステム

トリガコマンド

VOLTageサブシステム

この章では、E36100BシリーズプログラマブルDC電源のプログラミング情

報について説明します。
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SCPI言語の概要

SCPI(Standard Commands for Programmable Instruments)は、テスト／測定機器用に設計されたASCIIベースの測

定器コマンド言語です。SCPI(プログラマブル計測器用標準コマンド)リモートインタフェース経由で電源をプログラミングす

るための基本的な手法については、「簡素化されたプログラミングの概要」を参照してください。

SCPIコマンドは階層構造に基づいています。この構造は、ツリーシステムとも呼ばれます。このシステムでは、関連付け

られたコマンドがコマンドノードまたはルートにまとめられ、サブシステムを形成します。SOURceサブシステムの一部を以

下に示し、ツリーシステムを説明します。

[SOURce:]
CURRent {<current>|MIN|MAX|UP|DOWN} CURRent? [MIN|MAX]
CURRent:

TRIGgered {<current>|MIN|MAX} TRIGgered? {MIN|MAX}
VOLTage {<voltage>|MIN|MAX|UP|DOWN} VOLTage? [MIN|MAX]
VOLTage:

TRIGgered {<voltage>|MIN|MAX} TRIGgered? {MIN|MAX}

SOURceはコマンドのルートキーワード、CURRentとVOLTageは第2レベルのキーワード、TRIGgeredは第3レベルのキー

ワードです。コロン(:)によって、コマンドキーワードと下位レベルのキーワードが区切られます。
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このマニュアルで使用するコマンド形式

このマニュアルでコマンドを示すために使用する形式を以下に示します。

CURRent {<current>|MINimum|MAXimum|UP|DOWN}

コマンド構文では、大文字と小文字を混在させてほとんどのコマンド(および一部のパラメータ)を示します。大文字はコ

マンドの省略形です。プログラム行を短くするには、省略形を送信します。プログラムを読みやすくするには、長い形式を

送信します。

例えば、上の構文では、CURRとCURRENTの両方の形式を使用できます。大文字と小文字を使用できます。したがっ

て、CURRENT、curr、Currはすべて使用できます。その他の形式(CUR、CURRENなど)ではエラーが発生します。

中括弧({ })は、所定のコマンド文字列のパラメータ選択肢を囲みます。中括弧はコマンド文字列と一緒に送信されませ

ん。

縦線(|)は、所定のコマンド文字列の複数のパラメータ選択肢を区切ります。

三角括弧(< >)は、その中のパラメータの値を指定する必要があることを示します。例えば、上の構文例では電流パラ

メータが三角括弧で囲まれています。括弧はコマンド文字列と一緒に送信されません。パラメータには値を指定する必

要があります(CURR 0.1など)。

一部のパラメータは、角括弧([ ])で囲まれています。括弧は、パラメータがオプションであり、省略可能であることを示し

ます。括弧はコマンド文字列と一緒に送信されません。オプションのパラメータに値を指定しなかった場合は、デフォルト

値が選択されます。

コロン(:)によって、コマンドキーワードと下位レベルのキーワードが区切られます。コマンドキーワードとパラメータを区切る

には空白スペースを挿入する必要があります。2つ以上のパラメータが必要なコマンドの場合は、以下のようにカンマを

使用して隣接するパラメータと区切る必要があります。

SOURce:CURRent:TRIGgered

APPLy 3.5,1.5

コマンドの区切り文字

以下に示すように、コロン(:)によって、コマンドキーワードと下位レベルのキーワードが区切られます。

SOURce:CURRent:TRIGgered

同じサブシステム内の2つのコマンドを区切るにはセミコロン(;)を使用します。これによって、入力を最小限に抑えることも

できます。例えば、次のコマンド文字列を送信するとします。

SOUR:VOLT MIN;CURR MAX

これは、次の2つのコマンドを送信するのと同じです。

SOUR:VOLT MIN

SOUR:CURR MAX

コロンとセミコロンを使用して、異なるサブシステムのコマンドを接続します。例えば、次のコマンド文字列では、コロンとセ

ミコロンを使用しないと、エラーが発生します。

DISP:TEXT:CLE;:SOUR:CURR MIN
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MINおよびMAXパラメータの使用

多くのコマンドでは、パラメータの代わりにMINimumまたはMAXimumを使用できます。例えば、以下のコマンドを検討し

てみます。

CURRent {<current>|MIN|MAX}

特定の電流を選択する代わりに、MINimumを使用して電流を最小値に設定したり、MAXimumを使用して電流を最

大値に設定することができます。

パラメータの設定の問合せ

ほとんどのパラメータは、コマンドに疑問符(?)を追加することによって、値を問い合わせることができます。例えば、次のコ

マンドは出力電流を5 Aに設定します。

CURR 5

次のコマンドを実行することにより、値を問い合わせることができます。

CURR?

次のように、現在の機能で使用できる最大値または最小値を問い合わせることもできます。

CURR? MAX CURR? MIN

初めから応答を読み取らずに2つの問合せコマンドを送信した後に、2番目の応答を読み取ろうとした場合

は、最初の応答からいくつかのデータを受け取った後に完全な2番目の応答を受け取る場合があります。

これを回避するためには、応答を読み取らずに問合せコマンドを送信しないでください。この状況を回避

できない場合は、2番目の問合せコマンドを送信する前にデバイスクリアーを送信してください。

SCPIコマンドのターミネータ

電源に送信されるコマンド文字列は<改行>文字で終了する必要があります。IEEE-488 EOI(End-Or-Identify)メッセー

ジは<改行>文字と解釈されるため、コマンド文字列を終了するのに<改行>文字の代わりに使用することができます。<
キャリッジリターン>の後に続く<改行>も受け付けられます。コマンド文字列が終了すると、常に現在のSCPIコマンドパス

がルートレベルにリセットされます。<改行>文字のASCIIコードは、10進数の10です。

IEEE-488.2共通コマンド

IEEE-488.2標準では、リセット、セルフテスト、ステータス動作などの機能を実行するための共通のコマンドセットを定義

しています。共通コマンドは常にアスタリスク(*)で始まり、4～5文字長で、1つまたは複数のパラメータを含めることができ

ます。コマンドキーワードは、第1パラメータと空白で区切られます。複数のコマンドを区切るには、以下に示すようにセミ

コロン(;)を使用します。

*RST; *CLS; *ESE 32; *OPC?
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SCPIパラメータのタイプ

SCPI言語では、プログラムメッセージや応答メッセージで使用される複数の異なるデータフォーマットを定義しています。

数値パラメータ

数値パラメータを必要とするコマンドは、一般的に使用される10進数表現(省略可能な符号、小数点、科学的記数

法など)をすべてを受け付けます。数値パラメータの特殊な値(MINimum、MAXimum、DEFaultなど)も受け付けられま

す。

数値パラメータと一緒に工学単位のサフィックス(V、A、SEC)を送信することもできます。特定の数値のみが受け付けら

れる場合、入力された数値パラメータが電源によって自動的に丸められます。次のコマンドは数値パラメータを使用し

ます。

CURR {<current>|MIN|MAX|UP|DOWN}

離散パラメータ

離散パラメータは、値の個数が限定されているプログラム設定(BUSやIMMなど)に使用されます。問合せへの応答は常

にすべて大文字の短い形式で返されます。次のコマンドは離散パラメータを使用します。

TRIG:SOUR {BUS|IMM}

論理パラメータ

論理パラメータは、真または偽のいずれかの単一の2値状態を表します。偽の条件に対しては、OFFまたは0が使用でき

ます。真の条件に対しては、ONまたは1が使用できます。論理値設定を問い合わせた場合、電源は常に0または1を返

します。次のコマンドは論理パラメータを使用します。

DISP {OFF|ON}

文字列パラメータ

文字列パラメータには事実上、どんなASCII文字でも含めることができます。文字列の先頭と末尾には同じ引用符を使

用する必要があります。一重引用符と二重引用符のいずれも使用できます。引用符を2つ連続して入力することによ

り、引用符区切り文字を文字列の一部として含めることができます。次のコマンドは文字列パラメータを使用します。

DISP:TEXT <quoted string>
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エラーメッセージ

測定器によって、SCPI標準に準拠したエラーメッセージが返されます。

—測定器のエラー待ち行列には、最大20個のエラーを記録できます。ERRの上の三角形のインジケーターは、エラー待

ち行列に1つまたは複数のエラーが存在する場合にオンになります。

—エラーはFIFO順で読み取られ、読み取られたエラーはクリアーされます。エラー待ち行列のすべてのエラーを読み取る

と、ERRインジケーターはオフになります。

—エラー件数が20を超えると、待ち行列にある最後のエラー(最新のエラー)が-350,"Queue overflow(待ち行列のオー

バーフロー)"に置き換えられます。待ち行列からエラーを削除しないと、これ以降のエラーは保存されません。エラー待

ち行列を読み取るときにエラーが発生していなかった場合、測定器は+0,"エラーなし(No error)"で応答します。

—最新のエラーを読み取るには、SYSTem:ERRor?を送信します。各エラーのフォーマットは、次のとおりです。-104,"デー

タ型エラー(Data type error)"。

—フロントパネルからエラー待ち行列を読み取るには、[Menu(メニュー)]を押し、ノブをError(エラー)まで回してノブを押

して選択します。次に、ノブを回してエラーコードを表示します。エラーメッセージは、エラーリストを終了するとクリアー

されるので、必ず記録してください。

—エラー待ち行列は、電源を入れ直したり、*CLSを実行するとクリアーされますが、*RSTではクリアーされません。

エラーコード

測定器のエラーコードを以下に示します。

-440,"不定応答後に問合せ未完了(Query UNTERMINATED)"

-430,"問合せデッドロック(Query DEADLOCKED)"

-420,"問合せ未完了(Query UNTERMINATED)"

-410,"問合せ中断(Query INTERRUPTED)"

-400,"問合せエラー(Query error)"

-363,"入力バッファーのオーバーラン(Input buffer overrun)"

-350,"待ち行列のオーバーフロー(Queue overflow)"

-330,"セルフテスト失敗(Self-test failed)"

-310,"システムエラー(System error)"

-277,"マクロの再定義不可(Macro redefinition not allowed)"

-276,"マクロ反復エラー(Macro recursion error)"

-273,"無効なマクロラベル(Illegal macro label)"

-272,"マクロ実行エラー(Macro execution error)"

-270,"マクロエラー(Macro error)"

-241,"ハードウェアがありません(Hardware missing)"
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-230,"データの破損または陳腐化(Data corrupt or stale)"

-225,"メモリ不足(Out of memory)"

-224,"無効なパラメータ値(Illegal parameter value)"

-223,"データ長の超過(Too much data)"

-222,"データが範囲外(Data out of range)"

-221,"設定の矛盾(Settings conflict)"

-213,"Init無視(Init ignored)"

-211,"トリガ無視(Trigger ignored)"

-200,"実行エラー(Execution error)"

-183,"マクロ定義内では無効(Invalid inside macro definition)"

-181,"マクロ定義外では無効(Invalid outside macro definition)"

-178,"式データ使用不可(Expression data not allowed)"

-171,"無効な式(Invalid expression)"

-170,"数式エラー(Expression error)"

-168,"ブロックデータ使用不可(Block data not allowed)"

-161, "無効なブロックデータ(Invalid block data)"

-158,"文字列データ使用不可(String data not allowed)"

-151, "無効な文字列データ(Invalid string data)"

-150,"文字列データエラー(String data error)"

-148,"文字データ使用不可(Character data not allowed)"

-141,"無効な文字データ(Invalid character data)"

-138,"サフィックス使用不可(Suffix not allowed)"

-134,"サフィックスの最大長超過(Suffix too long)"

-131,"無効なサフィックス(Invalid suffix)"

-128,"数値データ使用不可(Numeric data not allowed)"

-124,"最大桁数の超過(Too many digits)"

-123,"指数最大値超過(Exponent too large)"

-121,"数値中に無効な文字(Invalid character in number)"

-114,"ヘッダサフィックスが範囲外(Header suffix out of range)"

-113,"未定義のヘッダー(Undefined header)"

37 Keysight E36100Bシリーズ操作／サービスガイド



-112,"プログラムニーモニック最大長超過(Program mnemonic too long)"

-109,"パラメータの不足(Missing parameter)"

-108,"パラメータ使用不可(Parameter not allowed)"

-105,"GET使用不可(GET not allowed)"

-104,"データ型エラー(Data type error)"

-103,"無効な区切り文字(Invalid separator)"

-102,"構文エラー(Syntax error)"

-101,"無効な文字(Invalid character)"

-100,"コマンドエラー(Command error)"

514,"LAN設定エラー(LAN config error)"

561,"アナログボード - EEPROMに保存できませんでした(Analog board - failed to save to EEPROM)"

564,"アナログボード - EEPROMからロードできませんでした(Analog board - failed to load from EEPROM)"

565,"アナログボード - 過熱(Analog board - over temperature)"

566,"アナログボード - コマンドのタイムアウト (Analog board - command timed out)"

601,"フロントパネルが応答しない(Front panel does not respond)"

609,"システムADCテストの失敗(System DAC test failed)"

610,"I/Oボードが接続されていない(I/O board not plugged in)"

611,"サポートされていないI/Oボード(Unsupported I/O board)"

612,"アナログボードが応答しない(Analog board does not respond)"

613,"アナログバイアス出力±15 Vテストの失敗(Analog bias output ±15V test failed)"

614,"EEPROMテストの失敗(EEPROM test failed)"

615,"EEPROM保存失敗(EEPROM save failed)"

616,"モデルの不一致なし(Model no mismatched)"

630,"ファンテストの失敗(Fan test failed)"

631,"システムDACテストの失敗(System DAC test failed)"

701,"校正セキュリティーがジャンパーで無効(Cal security disabled by jumper)"

702,"無効なステート。校正セキュリティーが有効(Invalid state. Cal secured)"

703,"無効なセキュリティーコード(Invalid secure code)"

704,"セキュリティーコードが長過ぎる(Secure code too long)"

708,"校正出力が無効(Cal output disabled)"
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717,"校正中にOVPまたはOCP状態がオン(Cal OVP or OCP status enabled)"

721,"電圧DACの校正失敗(Failed to calibrate voltage DAC)"

722,"電圧ADCの校正失敗(Failed to calibrate voltage ADC)"

723,"OVPの校正失敗(Failed to calibrate OVP)"

724,"電流DACの校正失敗(Failed to calibrate current DAC)"

725,"電流ADCの校正失敗(Failed to calibrate current ADC)"

726,"OCPの校正失敗(Failed to calibrate OCP)"

727,"無効な校正シーケンス(Invalid Calibration sequence)"

728,"校正失敗(Calibration failed)"
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SCPIステータスレジスタ

すべてのSCPI測定器に同じようにステータスレジスタが実装されています。ステータスシステムは、さまざまな測定器条

件を3つのレジスタグループ(ステータス・バイト・レジスタ、標準イベントレジスタ、疑問ステータスレジスタの各グループ)
に記録します。ステータス・バイト・レジスタは、他のレジスタグループに報告されたハイレベルのサマリー情報を記録しま

す。

イベントレジスタとは

イベントレジスタは読み取り専用レジスタであり、測定器内の定義済み条件を報告します。イベントレジスタ内のビット

がラッチされます。イベントビットが設定されると、その後の状態遷移は無視されます。イベントレジスタ内のビットは、そ

のレジスタの問合せ(*ESR?またはSTAT:QUES:EVEN?)により、または*CLS(クリアーステータス)コマンドを送信することによ

り、自動的にクリアーされます。リセット (*RST)またはデバイスクリアーでは、イベントレジスタ内のビットはクリアーされませ

ん。イベントレジスタへの問合せを実行すると、レジスタに設定されているすべてのビットの2進重み付き和に対応する

10進値が返されます。

イネーブルレジスタとは

イネーブルレジスタにより、対応するイベントレジスタのどのビットが論理和(OR)演算され、1つのサマリービットが形成さ

れるかを定義します。イネーブルレジスタは、読み取りと書き込みの両方が可能です。イネーブルレジスタへの問合せを

実行しても、イネーブルレジスタはクリアーされません。*CLS(クリアーステータス)コマンドは、イネーブルレジスタはクリアー

しませんが、イベントレジスタ内のビットをクリアーします。イネーブルレジスタ内のビットをオンにするには、レジスタのオン

にするビットの2進重み付き和に対応する10進値を書き込む必要があります。
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標準イベント・ステータス・イネーブル・レジスタ

ビット 値 名前 説明

0 1 OPC 動作完了

1 2 (未使用 ) (今後の使用のため予約済み)

2 4 QYE 問合せエラー

3 8 DDE デバイス依存エラー

4 16 EXE 実行エラー

5 32 CME コマンドエラー

6 64 (未使用 ) (今後の使用のため予約済み)

7 128 PON 電源オン

動作ステータスレジスタ

ビット 値 名前 説明

0 1 CAL 出力は新しい校正定数を計算しています

1-4 2-16 (未使用 ) (今後の使用のため予約済み)

5 32 WTG 出力はトリガ待ちの状態です

6-7 64-128 (未使用 ) (今後の使用のため予約済み)

8 256 CV 出力は定電圧モードです

9 512 (未使用 ) (今後の使用のため予約済み)

10 1024 CC 出力は定電流モードです

疑問レジスタ

ビット 値 名前 説明

0 1 OV 出力は過電圧保護によりオフ

1 2 OC 出力は過電流保護によりオフ

2-3 4-8 (未使用 ) (今後の使用のため予約済み)

4 16 OT 出力は過熱保護によりオフ

5-9 32-512 (未使用 ) (今後の使用のため予約済み)

10 1024 UNR 出力は未調整
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APPLyサブシステム

APPLy <voltage>| DEFault | MINimum | MAXimum[,<current>| DEFault | MINimum | MAXimum]
APPLy?

出力電圧／電流を1つのコマンドで指定および変更します。

– 各モードのDEFault、MINimum、MAXimumの値については、プログラミング範囲を参照してください。

– この問合せは、引用符で囲んだ文字列(電圧設定値および電流設定値の順番)を返します。

– この問合せによって返される値はどちらも、次のように小数点以下の桁数は5桁です。"25.00000,0.75000"
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CALibrationサブシステム

校正手順の詳細については、校正／調整手順を参照してください。

CALibration:COUNt?

測定器が校正データを符号付き整数(例：＋21)として保存した回数を返します。ご使用の測定器は工場出荷時に校

正されています。測定器を受領したら、初期カウントを読み取って記録しておいてください。

CALibration:CURRent[:DATA][:HIGH] <value>

DMMを読み取ることによって得た出力電流値(A単位)を入力します。このコマンドを使用できるのは、校正のセキュリ

ティー保護が解除されており、出力がオンの場合だけです。最初に、入力する値の校正レベル(CAL:CURR:LEV)を選択

する必要があります。

CALibration:CURRent[:DATA]:LOW <value>

DMMを読み取ることによって得た出力電流値(A単位)を入力します。これは、CALibration:CURRent[:DATA][:HIGH]に
似ていますが、小電流の校正にのみ使用されます。このコマンドを使用できるのは、校正のセキュリティー保護が解除さ

れており、出力がオンの場合だけです。

CALibration:CURRent:LEVel[:HIGH] MINimum|MAXimum

特定の電流レベルの校正を開始します。MINimum校正は、MAXimumの前に実行する必要があります。また、このコマ

ンドを使用するには、この測定器の保護を解除する必要があります。

CALibration:CURRent:LEVel:LOW MINimum|MAXimum

特定の電流レベルの小電流校正を開始します。MINimum校正は、MAXimumの前に実行する必要があります。また、

このコマンドを使用するには、この測定器の保護を解除する必要があります。

CALibration:STATe <state>,<code>
CALibration:STATe?

最大9桁の校正セキュリティーコードを用いて、測定器のセキュリティーを解除または設定します。この問合せは、1(ON：

校正のセキュリティー解除)または0(OFF：校正のセキュリティー保護)を返します。

– この問合せは、状態のみを返し、パスコードは返しません。

– セキュリティーコードは不揮発性です。電源の入れ直しまたは*RSTでは変更されません。

– フロントパネルでは、ユーザーが入力できるコードが最大6桁に制限されています。

– デフォルトのパスコードは、36102、36103、36104、36105、36106です。

– 例：校正を可能にするために、測定器のロックを解除します： CAL:STATe 1,36102
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CALibration:STRing "<string>"
CALibration:STRing?

最大40文字の測定器校正情報を記録または読み取ります。

– 日付や連絡先情報など、校正に関連する情報を記録できます。

– 校正メッセージを送信する前に、電源のセキュリティーを解除する必要があります。

– 電源がセキュリティー保護されているかどうかにかかわらず、文字列が表示されます。

CALibration:VOLTage[:DATA] <value>

DMMを読み取ることによって得た出力電圧値(V単位)を入力します。

– 最初に、入力する値の校正レベル(CAL:CURR:LEV)を選択する必要があります。

– このコマンドを使用できるのは、校正のセキュリティー保護が解除されており、出力がオンの場合だけです。

CALibration:VOLTage:LEVel MINimum|MAXimum

特定の電圧レベルの校正を開始します。MINimum校正をMAXimumの前に実行する必要があります。このコマンドを

使用できるのは、校正のセキュリティー保護が解除されている場合だけです。
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CURRentサブシステム

[SOURce:]CURRent[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude] <current> | MINimum | MAXimum | UP | DOWN
[SOURce:]CURRent[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude]? [MINimum | MAXimum]

測定器の出力の即時電流レベルをプログラムします。詳細については、プログラミング範囲を参照してください。

このコマンドは、出力をすぐに変更します。UPおよびDOWNパラメータは、CURRent:STEPによって指定された量だけ即

時電流を増減します。設定値が最大または最小定格電流を超えると、エラー-222(データが範囲外(Data out of
range))が発生します。

[SOURce:]CURRent[:LEVel][:IMMediate]:STEP[:INCRement] <current> | DEFault
[SOURce:]CURRent[:LEVel][:IMMediate]:STEP[:INCRement]? [DEFault]

CURRent UPおよびCURRent DOWNコマンドで、電流プログラミングのステップ幅を設定します。この問合せは、

+#.########E+##の形式の数を返します。

[SOURce:]CURRent[:LEVel]:TRIGgered[:AMPLitude] <current> | MINimum | MAXimum
[SOURce:]CURRent[:LEVel]:TRIGgered[:AMPLitude]? [MINimum | MAXimum]

トリガ電流レベルをA単位で設定します。この問合せは、+#.########E+##の形式の数を返します。

[SOURce:]CURRent:PROTection:CLEar

過電流保護イベントをクリアーします。

[SOURce:]CURRent:PROTection:DELay[:TIME] <time> | MINimum | MAXimum
[SOURce:]CURRent:PROTection:DELay[:TIME]? [MINimum | MAXimum]

電流レベルが変化した後に過電圧保護が一時的に無効になる時間(ミリ秒単位)を設定します。この問合せは、

+#.########E+##の形式の数を返します。

[SOURce:]CURRent:PROTection:STATe ON|1|OFF|0
[SOURce:]CURRent:PROTection:STATe?

過電流保護をオンまたはオフにします。これにより、電源ステータスが定電流モードの場合に、測定器は保護状態にな

ります。この問合せは、1(ON)または0(OFF)を返します。

[SOURce:]CURRent:PROTection:TRIPped?

過電流保護が発生した(1)か、発生していない(0)かを示します。これは、CURRent:PROTection:CLEarによって0にリセッ

トされます。
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DISPlayサブシステム

DISPlay[:WINDow]:TEXT:CLEar

フロントパネルに表示されたメッセージをクリアーします。

DISPlay[:WINDow]:TEXT[:DATA] "<string>"
DISPlay[:WINDow]:TEXT[:DATA]

最大12文字のメッセージをフロントパネルに表示します。12文字を超える部分は切り捨てられます。

DISPlay[:WINDow][:STATe] ON | 1 | OFF | 0
DISPlay[:WINDow][:STATe]?

ディスプレイのオン／オフを切り替えます。ディスプレイをオフにすると、ディスプレイに出力が送られなくなり、ERROR以外

のすべてのインジケーターがオフになります。ローカルモードに戻ると、表示ステートが自動的にオンになります。

[Lock/Unlock(ロック／アンロック)]を数秒間押し続けると、ローカルモードに戻ります。
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IEEE-488サブシステム

*CLS

すべてのイベントレジスタ、ステータス・バイト・レジスタ、エラー待ち行列をクリアーします。

*ESE <enable value>
*ESE?

標準イベント・イネーブル・レジスタのビットを有効にします。次に、選択されたビットがステータスバイトに報告されます。

この問合せは、レジスタのすべてのビットの2進重み付き和に対応する10進値を返します。標準イベント・ステータス・イ

ベント・レジスタの有効なすべてのイベントの論理和(OR)演算により、ステータス・バイト・レジスタのイベント・サマリー・

ビット (ESB)が設定されます。

標準イベント・ステータス・イネーブル・レジスタ

ビット 値 名前 説明

0 1 OPC 動作完了

1 2 0 (今後の使用のため予約済み)

2 4 QYE 問合せエラー

3 8 DDE デバイス依存エラー

4 16 EXE 実行エラー

5 32 CME コマンドエラー

6 64 0 (今後の使用のため予約済み)

7 128 PON 電源オンが発生しました

*ESR?

標準イベントレジスタ内のすべてのビットの2進重み付き和に対応する10進値を返し、レジスタを0にクリアーします。ビッ

ト構成は、標準イベント・ステータス・イネーブル・レジスタと同じです(*ESEを参照)。

*IDN?

電源の識別文字を以下に示す形式で返します。

Keysight Technologies,E36102B,MY87654321,0.3.2-0.32

カンマで区切られた4つのフィールドは、メーカー名、測定器のモデル番号、測定器のシリアル番号、リビジョンコードを表

します。
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*OPC
*OPC?

コマンドの実行後に標準イベントレジスタの「動作完了」ビット (ビット0)を設定します。この問合せは、コマンドの実行後

に出力バッファーに1を返します。

*OPT?

本器のオプション番号を返します。

*PSC 0|1
*PSC?

(電源投入時のステータスクリアー)電源投入時に、ステータスバイトと標準イベントレジスタのイネーブルマスクをクリ

アーする(1)かしない(0)かを設定します。

*RST

測定器をデフォルト状態にリセットしますが、ステータスレジスタとエラー待ち行列はクリアーしません。また、インタフェー

スのエラー状態も変更しません。

パラメータ デフォルト値

OCP delay 50 ms

OVP level Maximum(モデルによって異なります)

Voltage 0

Current Maximum(モデルによって異なります)

OCP state Off

OVP state Off

Output state Off

Relay sense Internal

*RCL <state>
*SAV <state>

現在の機器ステートを保存(*SAV)するか、以前に保存したステートファイルをリコール(*RCL)します。すべてのステート保

存位置(0～9)が不揮発性です。

– ステートファイルに保存されているパラメータは、*RSTの影響を受けるパラメータと同じです。

– ステートは、*RSTコマンドの影響を受けません。

– ステートを保存すると、その位置に以前に記憶されていたステート (存在する場合)は上書きされます。

– 記憶位置0～9は空の状態で出荷されます。
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*SRE <enable value>
*SRE?

ステータス・バイト・イネーブル・レジスタのビットを有効にします。この問合せは、レジスタに設定されているすべてのビッ

トの2進重み付き和に対応する10進値を返します。

*STB?

ステータス・バイト・サマリー・レジスタを問い合わせます。これはシリアルポールに似ていますが、他の測定器コマンドと

同様に処理されます。*STB?コマンドは、シリアルポールと同じ結果を返しますが、シリアルポールが発生した場合、

「サービス要求」ビット (ビット6)はクリアーされません。

*TRG

トリガシステムのトリガソースがBUS(ソフトウェア)トリガの場合(TRIG:SOUR BUS)、トリガシステムに対してイベントトリガを

発生します。トリガシステムが開始されていない場合、*TRGコマンドは単に無視されます。

*TST?

電源の完全なセルフテストを実行し、“0”(合格)またはゼロ以外の値(失敗)を返します。セルフテストに失敗した場合は、

テストが失敗した原因に関する追加情報を示すエラーメッセージも出力されます。

セルフテストに失敗した場合にゼロ以外の値を生成するために加算されるビットを以下に示します。

ビット 値 名前 説明

0 1 EEPROMステータス

1 2 ＋15 Vの電圧モニター

2 4 モデル番号の検出に失敗

3 8 (未使用 ) (今後の使用のため予約済み)

4 16 (未使用 ) (今後の使用のため予約済み)

5 32 ADC障害

6 64 DAC障害

7 128 (未使用 ) (今後の使用のため予約済み)

*WAI

他のリモート・インタフェース・コマンドを実行する前に、未完了のすべての操作が完了するのを待ちます。このコマンド

は、トリガモードで、未完了の遅延トリガを待つためだけに使用します。
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MEASureサブシステム

MEASure:CURRent[:DC]?

検出したDC出力電流(A)を1.23456789E+00形式で返します。

MEASure[:VOLTage][:DC]?

検出したDC出力電圧(V)を1.23456789E+00形式で返します。[SOURce:]VOLTage:SENSe[:SOURce]コマンドを使用し

て、電圧が内部センシングと外部(リモート )センシングのいずれを使用するか指定します。
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OUTPutサブシステム

OUTPut[:STATe] ON | 1 | OFF | 0
OUTPut[:STATe]?

測定器の出力をオン／オフします。この問合せは、0(OFF)または1(ON)を返します。*RSTでは、出力ステートはオフです。

OUTPut:PROTection:CLEar

過電圧または過電流条件により出力を無効にするラッチをクリアーします。このコマンドを実行する前に、障害の原因と

なる条件をクリアーする必要があります。それにより、障害条件が発生する前の状態に出力を戻すことができます。

OUTPut:PON:STATe RST|RCL0|RCL1|RCL2|RCL3|RCL4|RCL5|RCL6|RCL7|RCL8|RCL9|
OUTPut:PON:STATe?

測定器の電源投入時の状態が、*RSTステート (デフォルト )が10のメモリのうちの1つに記録されているステートかを指定

します。

Keysight E36100Bシリーズ操作／サービスガイド 52



STATusサブシステム

STATus:OPERation:[EVENT]?

動作ステータスグループのイベントレジスタ内のビットの2進重み付き和に対応する10進値を返します。この読み取り専

用レジスタは、Operation NTR/PTRフィルターによって渡されるすべてのイベントを記録(ラッチ)します。

– オペレーション・ステータス・イベント・レジスタを読み取ると、クリアーされます。

– *RSTはこのレジスタに影響しません。

STATus:OPERation:CONDition?

動作ステータスグループの条件レジスタ内のビットの2進重み付き和に対応する10進値を返します。この読み取り専用

レジスタは、測定器のライブ(固定)動作ステータスを保持します。

– 動作ステータス条件レジスタを読み取っても、クリアーされません。

– *RSTは、*RST後にも条件が存在するビットを除いて、このレジスタをクリアーします。

STATus:OPERation:ENABle <value>

動作ステータスグループのイネーブルレジスタの値を設定します。イネーブルレジスタは、動作イベントレジスタの特定の

ビットをオンにしてステータス・バイト・レジスタのOPER(動作サマリー)ビットを設定する場合のマスクです。

– STATus:PRESetはイネーブルレジスタのすべてのビットをクリアーします。

– *CLSではイネーブルレジスタはクリアーされませんが、イベントレジスタはクリアーされます。

STATus:PRESet

すべてのレジスタを電源投入時の値に設定します。

STATus:QUEStionable:CONDition?

疑問ステータス条件レジスタ内のビットの2進重み付き和に対応する10進値を返します。

– このレジスタは読み取り専用レジスタであり、測定器のライブ(固定)動作ステータスを保持します。

– 疑問ステータス条件レジスタを読み取っても、クリアーされません。

– *RSTは、*RST後にも条件が存在するビットを除いて、このレジスタをクリアーします。
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STATus:QUEStionable:ENABle <enable value>
STATus:QUEStionable:ENABle?

疑問ステータス・イネーブル・レジスタのビットをオンにします。このレジスタは、動作イベントレジスタの特定のビットをオン

にしてステータス・バイト・レジスタのQUES(疑問サマリー)ビットを設定する場合のマスクです。次に、選択されたビットが

ステータスバイトに報告されます。

– STATus:PRESetはイネーブルレジスタのすべてのビットをクリアーします。

– *CLSではイネーブルレジスタはクリアーされませんが、イベントレジスタはクリアーされます。

STATus:QUEStionable[:EVENt]?

疑問ステータス・イベント・レジスタ内のすべてのビット2進重み付き和に対応する10進値を返します。

– これらのビットはラッチされます。

– イベントレジスタを読み取るとクリアーされますが、*RSTによるこのレジスタへの影響はありません。
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SYSTemサブシステム

SYSTem:COMMunicate:RLSTate LOCal | REMote | RWLock
SYSTem:COMMunicate:RLSTate?

測定器をリモートモードまたはローカルモードにします。LOCalパラメータはSYSTem:LOCalと同じ、REMoteパラメータは

SYSTem:REMoteと同じ、RWLockパラメータはSYSTemRWLockと同じです。この問合せは、LOC、REM、またはRWLを
返します。

SYSTem:ERRor[:NEXT]?

電源のエラー待ち行列に問い合わせます。フロントパネルのERRインジケーターが点灯した場合は、1つまたは複数のエ

ラーが検出されたことを示します。エラー待ち行列には、最大20個のエラーを記録できます。エラーメッセージを参照し

てください。

—エラーは先入れ先出し(FIFO)の順序で読み取られます。最後のエラーが読み込まれると、ERRインジケーターは消灯

します。

—エラー件数が20を超えると、待ち行列にある最後のエラー(最新のエラー)が-350,"Queue overflow(待ち行列のオー

バーフロー)"に置き換えられます。待ち行列からエラーを削除しないと、これ以降のエラーは保存されません。エラー待

ち行列を読み取るときにエラーが発生していなかった場合、測定器は＋0、"No error(エラーなし)"で応答します。

—エラー待ち行列をクリアーするには、電源をオフにするか、*CLS(クリアステータス)コマンドを実行する必要があります。

*RST(リセット )コマンドを実行しても待ち行列はクリアーできません。

SYSTem:LOCal

電源をローカルモードにします。フロントパネルのキーはすべて使用可能です。

SYSTem:REMote

電源をリモート操作用にリモートモードにします。電源は、リモート制御している場合は、自動的にリモートモードになり

ます。ローカルモードに切り替えるには、SYSTem:LOCalを使用するか、フロントパネルの任意のキーを押します。
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SYSTem:RWLock

電源をリモートモードにします。このコマンドは、[Lock/Unlock(ロック／アンロック)]キーを除くすべてのフロントパネルキー

が使用できないこと以外、SYSTem:REMoteと同じです。フロントパネルのロックを解除するには、[Lock/Unlock(ロック／

アンロック)]キーを押します。これにより、測定器は同時にローカルモードに切り替わります。測定器がリモートモードまた

はローカルモードに切り替わると、フロントパネルのロックは解除されます。

SYSTem:SECurity:IMMediate

通常は、測定器をセキュアなエリアから移動する準備のために、ユーザーメモリ全体(ステート、LAN情報など)をクリアー

およびサニタイズします。測定器識別データ(測定器ファームウェア、モデル番号、シリアル番号、MACアドレスおよび校

正データ)は消去されません。この手順は、予期しないデータ損失の可能性があるため、日常的な使用はお勧めできま

せん。

SYSTem:VERSion?

測定器のコマンドセットのベースとなるSCPIバージョン(2005.0)を返します。
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トリガコマンド

ABORt

未完了の遅延トリガをクリアーし、トリガシステムをアイドル状態に戻します。INIT:CONTがオンの場合、トリガシステムは

連続的に起動されます。

INITiate[:IMMediate]

トリガシステムを起動させます。トリガシステムが起動されると、指定されたトリガソース上のイベントによって、電源出力

で対応するトリガアクションが発生します。このコマンドは、トリガソースがIMMediateの場合はフル・トリガ・サイクルを完

了し、トリガソースがBUSの場合はトリガシステムを起動します。

INITiate:CONTinuous ON | 1 | OFF | 0
INITiate:CONTinuous?

トリガシステムの連続起動をオン／オフします。これをオフにすると、INITは、1つのトリガアクションに対してのみトリガシス

テムを起動します。これをオンにすると、トリガシステムは連続的に起動されるため、INITは不要です。この問合せは、1
(ON)または0(OFF)を返します。

*TRG

トリガシステムのトリガソースがBUS(ソフトウェア)トリガの場合(TRIG:SOUR BUS)、トリガシステムに対してイベントトリガを

発生します。トリガシステムが開始されていない場合、*TRGコマンドは単に無視されます。

TRIGger[:SEQuence]:DELay <seconds> MINimum | MAXimum
TRIGger[:SEQuence]:DELay? [MINimum | MAXimum]

バストリガの検出から電源出力での対応するトリガアクションの開始までの時間遅延を設定します(秒単位、

0～32.767の範囲)。デフォルトは0です。この問合せは、+#.########E+##の形式の数を返します。

TRIGger[:SEQuence]:SOURce BUS | IMMediate
TRIGger[:SEQuence]:SOURce?

測定器がトリガを受信するソースを指定します(バス(ソフトウェア)トリガまたは内部即時トリガ)。*RSTでは、バス・トリガ・

ソースが選択されます。バスソースの選択時に同期を確保するために、*WAI(待機)コマンドを送信します。*OPC?(動作

完了)問合せまたは*OPCコマンドを使用して、動作が完了したことを知らせることもできます。この問合せは、BUS(トリガ

コマンド待ち)またはIMM(連続トリガ)を返します。
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VOLTageサブシステム

[SOURce:]VOLTage[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude] <voltage>|MINimum|MAXimum|DEFault
[SOURce:]VOLTage[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude]? [MINimum | MAXimum]

出力電圧をV単位で設定します。この問合せは、+#.########E+##の形式の数を返します。

[SOURce:]VOLTage[:LEVel][:IMMediate]:STEP[:INCRement] <numeric value>|DEFault
[SOURce:]VOLTage[:LEVel][:IMMediate]:STEP[:INCRement]? [DEFault]

VOLTage UPおよびVOLTage DOWNコマンドで、電圧プログラミングのステップ幅を設定します。この問合せは、

+#.########E+##の形式の数を返します。

[SOURce:]VOLTage[:LEVel]:TRIGgered[:AMPLitude] <voltage>|MIN|MAX
[SOURce:]VOLTage[:LEVel]:TRIGgered[:AMPLitude]? [MIN|MAX]

トリガ電圧レベルをV単位で設定します。この問合せは、+#.########E+##の形式の数を返します。

[SOURce:]VOLTage:PROTection:CLEar

過電圧保護イベントをクリアーします。

[SOURce:]VOLTage:PROTection:STATe ON|1|OFF|0
[SOURce:]VOLTage:PROTection:STATe?

過電圧保護をオンまたはオフにします。これにより、電圧がVOLTage:PROTection[:LEVel]によって指定された保護レベル

を超えると、測定器は保護状態になります。この問合せは、1(ON)または0(OFF)を返します。

[SOURce:]VOLTage:PROTection:TRIPped?

過電圧保護が発生した(1)か、発生していない(0)かを示します。これは、VOLTage:PROTection:CLEarによって0にリセッ

トされます。

[SOURce:]VOLTage:PROTection[:LEVel] <voltage>|MINimum | MAXimum
[SOURce:]VOLTage:PROTection[:LEVel]? [MINimum|MAXimum]

過電圧保護がトリップするレベルをV単位で設定します。この問合せは、+#.########E+##の形式の数を返します。
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[SOURce:]VOLTage:SENSe[:SOURce] INTernal | EXTernal

測定器がリモートセンシングとローカルセンシングのどちらを使用するかを指定します。この問合せは、0(INT)または1
(EXT)を返します。

内部設定では、出力とセンスコネクタを接続するように電源内部のリレーが設定されます。すなわち、2本のワイヤーだ

けが使用され、リモートセンシングはオフになります。外部設定では、出力とリモートセンシング入力を切断するように電

源内部のリレーが設定されます。すなわち、4本のワイヤーが使用され、リモートセンシングはオンになります。内部設定

では、ディスプレイの左上隅に2 Wと表示され、外部設定では、左上隅に4 Wと表示されます。
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3 サービス／サポート

サービスおよび修理

性能検証

テスト・レコード・フォーム

校正／調整手順

仕様と代表的な特性

この章では、E36100BシリーズプログラマブルDC電源のサービス情報につ

いて説明します。
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サービスおよび修理

利用可能なサービスの種類

保証期間中に測定器が故障した場合は、キーサイト・テクノロジーは保証条件に基づいて機器の修理または交換を行

います。保証期間終了後は、キーサイトは手頃な価格で修理サービスを提供します。標準保証の終了後に保証期間

を延長するサービス契約を購入することもできます。

修理サービスの利用(全世界)

お使いの測定器のサービスを受けるには、最寄りのキーサイト・テクノロジー・サービス・センターにお問い合わせくださ

い。サービスセンターでは、機器の修理または交換を手配し、保証または修理費用(該当する場合)に関する情報をお

伝えします。どのコンポーネントを送付するかなど、送付の手順については、キーサイト・テクノロジー・サービス・センター

にお尋ねください。キーサイトでは、返送用に元の輸送用カートンを保存しておくことをお勧めします。

送付のための再梱包

サービスまたは修理のためにユニットをキーサイトに送付するには、以下を確認してください。

– 所有者と必要なサービスまたは修理を記載したタグを、機器に添付してください。モデル番号と完全なシリアル番号

を記載してください。

– 適切な梱包材を使用して、機器を元の輸送用カートンに収めます。

– カートンを丈夫なテープまたは金属の帯で封止します。

– 元の輸送用カートンを使用できない場合、測定器の周囲に梱包材を詰めることができるように10 cm(4インチ)以上

の空間が確保されたカートンを使用してください。静電気防止の梱包材を使用してください。

キーサイトでは、輸送に保険をかけることをお勧めします。

クリーニングおよび取り扱い

クリーニング

クリーニングの前には、感電事故を防ぐために、測定器はAC主電源から取り外し、すべてのテストリードを取り外します。

本器の外部は柔らかいリントフリー布をわずかに湿らせて拭いてください。

– 洗剤や溶剤は使用しないでください。

– 内部のクリーニングは行わないでください。

安全機能と性能を維持するために、適切なクリーニングを依頼する必要がある場合は、修理・校正お客様窓口にご連

絡ください。
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静電放電(ESD)に関する注意事項

大部分の電子部品は、取り扱いの際に静電放電(ESD)による損傷を受けるおそれがあります。50 V程度のESD電圧で

も、部品の破損を招くおそれがあります。

以下の指針を参考に、サービス処理中のESDによる破損を防止してください。

– 測定器を分解する場合は、必ず静電気が起きない作業環境で行ってください。

– 導電性の環境で作業を行うと、静電気が減少します。

– 導電性のリストストラップを使用すると、静電気の蓄積を減らすことができます。

– 取り扱いは最小限に抑えてください。

– 交換部品を元の静電気防止梱包材に保管します。

– プラスチック、スチロール、ビニール、紙などの静電気を発する素材はすべて、作業環境から取り除いてください。

トラブルシューティング

測定器のトラブルシューティングまたは修理を行う前に、外部接続でなく測定器に故障があるかどうかを確認してくださ

い。過去1年以内に測定器が正確に校正されていることを確認してください(詳細については、校正／調整手順＞校

正間隔を参照してください)。

機器が動作しない場合は、以下の確認を行ってください。

– AC電源コードが電源に接続されていることを確認します。

– フロントパネルの電源スイッチが押されていることを確認します。

– 電源ヒューズが取り付けられていることを確認します。

– 100/115 Vacで動作させる場合は、2.0 AT、250 Vヒューズを使用してください。

– 230 Vacで動作させる場合は、1.0 AT、250 Vヒューズを使用してください。

– 電源電圧設定を確認します。

– 詳細については、測定前の準備＞オプションとヒューズ情報を参照してください。
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セルフテスト手順

電源をオンにすると、電源投入時のセルフテストが自動的に起動します。この限定的なテストで、電源が動作可能であ

ることを確認します。

電源の完全なセルフテストを実行するには、［Recall(リコール)］キーまたは任意のフロント・パネル・キー(［Error(エ
ラー)］キーを除く)と電源スイッチを同時に押します。さらに、［Recall(リコール)］キーを5秒間押し続けます。完全なセル

フテストが終了するまでにさらに2秒かかります。

リモートインタフェースからも完全なセルフテストを実行できます(詳細については、SCPIプログラミングを参照してくださ

い)。

– セルフテストが成功すると、フロントパネルに「PASS(合格)」と表示されます。

– セルフテストが失敗すると、「FAIL(失敗)」と表示され、ERRORインジケーターが点灯します。必要な場合は、エラー

コードとメッセージを記録してキーサイトサポートに連絡してください。

– セルフテストが成功した場合は、電源が動作可能である可能性が高いことを示します。

電源ヒューズを交換するには

電源ヒューズは、電源のリアパネルのヒューズ・ホルダー・アセンブリー内にあります(詳細については、測定前の準備＞オ

プションとヒューズ情報を参照してください)。100/115 Vacで動作させる場合は、2.0 AT時間遅延ヒューズを使用する必

要があります。230 Vacで動作させる場合は、1.0 AT時間遅延ヒューズを使用する必要があります。

ユーザーが交換可能なパーツ

測定器用のサポート・パーツ・リストについては、Keysight電子計測パーツカタログ

(http://www.keysight.co.jp/find/parts)を参照してください。
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性能検証

性能検証では、本器がデータシートに記載されている仕様の範囲内で機能することを確認します。本書には仕様の一

部が掲載されています。掲載されている仕様は、本書の刊行時点では正確でしたが、キーサイトのウェブサイトから最

新のデータシートをご覧になり、本書が刊行されてから変更がないかどうか確認してください。

推奨テスト機器

性能検証手順と調整手順に推奨されるテスト機器を以下に示します。リストに示した測定器がない場合は、記載され

ている確度要件に従ってそれに代わる校正標準を選択してください。

タイプ 仕様 推奨モデル

デジタルマルチメータ 表示値：6 1/2桁の基本DC確度：0.0035 % Keysight 34401Aまたは同等品

電流モニター 15 A(0.1Ω )、TC = 4 ppm/℃ ガイドライン9230A-15R

電子負荷 150 V、5 A(最小 )、過渡現象に対する耐性を備え、833 kA/s
以上のスルーレートを実現

Keysight N3300Aメインフレーム、

N330xAモジュール搭載

LAN/USBコントローラー Keysight Connection Expertをロードした

PC

オシロスコープ 感度：1 mV；帯域幅リミット：20 MHzプローブ：RFチップで1:1 Keysight Infiniium/6054Aまたは同等品

RMS電圧計 真の実効値；帯域幅：20 MHz感度：100 μV Rhode & SchwartzモデルURE3または同

等品

差動増幅器 帯域幅：20 MHz LeCroy 1855Aまたは同等品

終端 1～50Ω BNC終端

2～50Ω、1/8 W終端抵抗

可変電圧変圧器また

はAC電源

最大定格入力電圧レンジまで調整可能。電源：500 VA Keysight 6813Bまたは同等品

小電流用の校正抵

抗

300Ω (E36102B) 1 W(最小 )
2.5 kΩ (E36103B) 1 W(最小 )
9 kΩ (E36104B) 1 W(最小 )
20 kΩ (E36105B) 1 W(最小 )
51 kΩ (E36106B) 1 W(最小 )

テストに関する注意事項

– 校正時の周囲温度が20 ℃～30 ℃の範囲内で安定していることを確認します。

– 周囲相対湿度が80 %未満であることを確認します。

– 検証または校正の前に1時間のウォームアップを行います。

– ケーブルはできるだけ短くし、インピーダンス要件に準拠します。

テストは、有資格者が実行する必要があります。性能検証テスト中は、電源の出力に人体に危険な電

圧が存在する可能性があります。
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測定手法

電圧計

検証手順と校正手順の実行中に、電圧計によって読み取られる値が出力電流リップルのACピークの瞬間的測定に

よって影響されないようにするには、DC測定を何度か行い平均化します。

電流モニタリング抵抗

4端子の電流シャントは、負荷リードおよび接続の電圧降下によって発生する出力電流測定エラーを排除するために

使用されます。電流シャントには、負荷接続端子内に特別な電流モニタリング端子があります。これらの電流モニタリン

グ端子に電圧計を直接接続します。

電子負荷

テスト手順の多くでは、必要な電力を消費できる可変負荷を使用する必要があります。可変抵抗が使用されている

場合、負荷抵抗の接続、切断、またはショートにスイッチを使用する必要があります。ほとんどのテストでは、電子負荷

を使用できます。電子負荷は負荷抵抗よりもかなり使いやすくなっていますが、トランジェント回復時間のテストには時

間がかかりすぎる可能性があり、雑音(PARD)テストには雑音が多すぎる可能性があります。

テスト手順を若干変更することで、可変負荷の代わりに固定負荷抵抗を使用できます。また、コンピューターで制御さ

れたテストセットアップが使用されている場合、(コンピューターとシステム電圧計に比べて)比較的遅い電源システムのセ

トリング時間とスルーレートを考慮する必要があります。テストシステムが電源システムよりも高速の場合、テストプログ

ラムに"Wait"ステートメントを使用できます。

ほとんどのテストに対応するセットアップ

このセットアップは、ほとんどのテストに使用されますが、DMM電子負荷および検証対象の電源が必要です。測定器

間の接続用のワイヤーも必要です。リードバックデータには、LANまたはUSBケーブルが必要です。DMM(デジタルマルチ

メータ)は電源出力を測定し、電子負荷は電源から電流を引き込みます。電流モニタリング抵抗の確度は、0.01 %以

内でなければなりません。これには、自己加熱効果が含まれます。
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定電圧 (CV)検証

電圧プログラミングおよびリードバック確度

これらのテストでは、電圧プログラミング機能およびLAN/USBリードバック機能が仕様の範囲内であることを確認しま

す。リモートインタフェースによるリードバック値は、フロントパネルに表示されるリードバック値と同じになるはずですが、最

高分解能で表示されます。

1. AC電源スイッチで、電源をオフします。

2. 出力の(+)端子と(-)端子をDMMで接続します。

3. コンピューターを使用して電源を制御する場合には、LANケーブルまたはUSBケーブルで電源とPCを接続してくださ

い。

4. AC電源スイッチで、電源をオンします。

電圧プログラミング確度

ステップ フロントパネル SCPI

5. テスト・レコード・フォームの「電圧プログラミングおよびリードバック」の説明

に従って、測定器の設定を行います。詳細については、テスト・レコー

ド・フォームを参照してください。

VOLT 6; CURR 5(例：E36102B、6
V、5 A出力の場合 )

6. ［Output On/Off(出力オン／オフ)］キーを押下して、出力をオンにします。 OUTP ON

7. 出力状態はCVに、出力電流は0に近い値になります。

8. DMMで測定された電圧を記録し、算出されたリミット値の範囲内であるか確認します。

電圧リードバック確度

ステップ フロントパネル SCPI

9. MEAS:VOLT? (例：E36102B、6
V、5 A出力の場合 )

10. Keysight Connection ExpertによるSCPIコマンド問合せによって返された電圧を記録し、算出されたリミット値の範

囲内であるか確認します。
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CV負荷変動／電源変動

これらのテストでは、負荷変動または電源変動に起因する電圧変動が仕様の範囲内であることを確認します。

CV負荷変動

このテストでは、フル負荷から負荷なしへの出力電流の変化による出力電圧の変化を測定します。

1. AC電源スイッチで、電源をオフします。

2. 電源出力をDMMおよび電子負荷と接続します。

3. PCを使用して電源を制御する場合は、LANケーブルまたはUSBケーブルで電源とPCを接続してください。

4. AC電源スイッチで、電源をオンします。

5. テスト・レコード・フォームの「CV負荷変動」の説明に従って、電源の設定を行います。詳細については、テスト・レ

コード・フォームの「CV負荷変動」を参照してください。出力をオンにします。

6. 電子負荷を定電流モードで動作させ、電流をテスト・レコード・フォームの「CV負荷変動」の値に設定します。詳細

については、テスト・レコード・フォームの「CV負荷変動」のテストの説明を参照してください。電源のフロントパネル

のCVインジケーターが点灯したままであることを確認します。CCまたはUNREGになった場合は、CVインジケーター

が点灯するまで出力電流がやや低下するように負荷を調整してください。DMMの出力電圧読み値をVloadとして

記録します。

7. 電子負荷をオープンモード(入力オフ)で動作させます。DMMの出力電圧読み値をすぐにVnoloadとして記録しま

す。

8. ステップ6と7のDMM読み値の差異は、CV負荷変動(Vload - Vnoload)です。即時変更中の読み値の差異は、仕

様限界の範囲内である必要があります。
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CV電源変動

このテストでは、電源電圧仕様の範囲内での最小値から最大値へのAC電源電圧の変動に起因する出力電圧の変

動を測定します。

1. AC電源スイッチで、電源をオフします。

2. 電源出力をDMMおよび電子負荷と接続します。

3. 可変AC電源(Variac)をACライン電源入力に接続し、電源構成に適した電源電圧に設定します。

4. PCを使用して電源を制御する場合は、LANケーブルまたはUSBケーブルで電源とPCを接続してください。

5. AC電源スイッチで、電源をオンします。

6. テスト・レコード・フォームの「CV電源変動」の説明に従って、電源の設定を行います。詳細については、テスト・レ

コード・フォームの「CV電源変動」を参照してください。出力をオンにします。

7. 電子負荷を定電流モードで動作させ、電流をテスト・レコード・フォームの「CV電源変動」の値に設定します。詳細

については、テスト・レコード・フォームの「CV電源変動」のテストの説明を参照してください。電源のフロントパネル

のCVインジケーターが点灯したままであることを確認します。CCまたはUNREGになった場合は、CVインジケーター

が点灯するまで出力電流がやや低下するように負荷を調整してください。

8. AC電圧源を電源電圧の下限値に調整します(100 Vac(公称値)の場合は90 Vac、115 Vac(公称値)の場合は104
Vac、215 Vac(公称値)の場合は194 Vac、または230 Vac(公称値)の場合は207 Vac)。DMMの出力読み値を

Vlowlineとして記録します。

9. AC電圧源を電源電圧の上限値に調整します(100 Vac(公称値)の場合は110 Vac、115 Vac(公称値)の場合は

127 Vac、215 Vac(公称値)の場合は237 Vacまたは230 Vac(公称値)の場合は253 Vac)。DMMの電圧読み値を

すぐにVhighlineとして記録します。

10. ステップ8と9のDMM読み値の差異は、CV電源変動(Vlowline - Vhighline)です。即時変更中の読み値の差異は、

仕様から算出されたリミット値の範囲内である必要があります。
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過渡応答検証

このテストでは、負荷電流の50 %の変化に続いて、出力電圧が指定値の範囲内まで回復するのに要する時間を測

定します。

1. AC電源スイッチで、電源をオフします。

2. 下の図のように、被試験出力の(+)端子と(-)端子の間にオシロスコープと電子負荷を接続します。

3. PCを使用して電源を制御する場合は、LANケーブルまたはUSBケーブルで電源とPCを接続してください。

4. AC電源スイッチで、電源をオンします。

5. テスト・レコード・フォームの「過渡応答」の説明に従って、測定器の設定を行います。詳細については、テスト・レ

コード・フォームの「過渡応答」を参照してください。出力をオンにします。

6. 電子負荷を定電流モードで動作させ、電流をテスト・レコード・フォームの「過渡応答」の値に設定します。詳細に

ついては、テスト・レコード・フォームの「過渡応答」のテストの説明を参照してください。過渡レベルを最大電流の½
に設定します。過渡デューティーサイクルを50 %に、過渡周波数を1 kHzに設定します。電源のフロントパネルのCV
インジケーターが点灯したままであることを確認します。CCまたはUNREGになった場合は、CVインジケーターが点

灯するまで出力電流がやや低下するように最大電流負荷を調整してください。

7. 過渡信号を表示するように、オシロスコープを調整します(下図を参照)。電圧セトリングバンド(例：E36102Bの場

合、ベースラインから15 mV)における過渡信号のパルス幅(t2-t1)が、50 msを超えていなことに注意してください。
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オシロスコープのカーソルX1およびX2は、t1およびt2を表します。

8. 過渡応答仕様は、電圧が50 μs以内に回復すると満たされます。
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出力ノイズ検証

周期的な出力偏移やランダムな出力偏移により、DC出力に残留AC電圧が重畳されます。この残留電圧は、RMSノイ
ズまたはp-pノイズとして製品データシートで仕様化されています。

1. AC電源スイッチで、電源をオフします。

2. 下図のように、負荷抵抗または電子負荷、差動増幅器、およびオシロスコープ(AC結合)を出力に接続します。

3. 適切な負荷抵抗を使用して(推奨テスト機器リストの負荷抵抗値を参照)、テスト・レコード・フォームの「CVリップル

／ノイズ」で指定されている測定器設定値に電源システムを維持します。詳細については、テスト・レコード・フォー

ムの「CVリップル／ノイズ」を参照してください。

4. 図に示すように、2本のBNCケーブルを使用して、差動増幅器を(+)と(-)の出力端子に接続します。各ケーブルは50
Ωの抵抗で終端する必要があります。2本のBNCケーブルのシールドは、一緒に接続する必要があります。差動増

幅器器の出力をオシロスコープに接続し、オシロスコープの入力で50 Ω終端します。

5. 差動増幅器を、10倍、1で除算、および1 MΩ入力抵抗に設定します。差動増幅器の正と負の入力をAC結合に

設定します。オシロスコープのタイムベースを5 ms/divに、垂直スケールを10 mV/divに設定します。帯域幅制限(通
常は20または30 MHz)をオンにし、サンプリングモードをピーク検出に設定します。

Keysight E36100Bシリーズ操作／サービスガイド 71



6. 該当するモデルのテスト・レコード・フォームの「CVリップル／ノイズ」に示されている設定値に合わせて電源をプログ

ラムし(詳細については、テスト・レコード・フォームの「CVリップル／ノイズ」のテストの説明を参照)、出力をオンにし

ます。オシロスコープを数秒間作動させ、十分な測定ポイントを生成します。Keysight Infiniiumオシロスコープ上で

の最大p-p電圧測定値は、右側の画面下部に表示されます。この値を10で除算してCV p-p雑音測定値を算出

します。算出値は、測定器の「CVリップル／ノイズ、p-p」のp-p上限値を超えないようにする必要があります。詳細

については、テスト・レコード・フォームの「CVリップル／ノイズ」を参照してください。

7. オシロスコープを切り離し、RMS電圧計を所定の位置に接続します。50 Ω終端は切り離さないでください。RMS電
圧計の読み値を10で除算します。算出値は、「CVリップル／ノイズ、RMS」での該当するモデルのテスト・レコード・

フォームに示されているRMS制限値を超えないようにする必要があります。詳細については、テスト・レコード・フォー

ムの「CVリップル／ノイズ」を参照してください。

定電流 (CC)検証

電流プログラミングおよびリードバック確度

これらのテストでは、電流プログラミング機能とLANまたはUSBリードバック測定機能が仕様の範囲内であることを確認

します。リモートインタフェースによるリードバック値は、フロントパネルに表示されるリードバック値と同じになるはずです

が、最高分解能で表示されます。

1. AC電源スイッチで、電源をオフします。

2. 出力端子間に電流シャントを直接接続します。電流シャントを挟んでDMMを直接接続します。

3. PCを使用して電源を制御する場合は、LANケーブルまたはUSBケーブルで電源とPCを接続してください。

4. AC電源スイッチで、電源をオンします。

電流プログラミング確度

ステップ フロントパネル SCPI

5. テスト・レコード・フォームの「電流プログラミングおよびリードバック」の説明

に従って、測定器の設定を行います。詳細については、テスト・レコー

ド・フォームを参照してください。

VOLT 6; CURR 5(例：E36102B、6
V、5 A出力の場合 )

6. ［Output On/Off(出力オン／オフ)］キーを押下して、出力をオンにします。 OUTP ON

7. 出力状態はCCに、出力電圧は0に近い値になります。

8. 電流シャントの電圧降下(DMM読み値)をアンペアに変換するシャント抵抗で除算します。

9. DMMで測定された電流を記録し、算出されたリミット値の範囲内であるか確認します。

電流リードバック確度

ステップ フロントパネル SCPI

10. MEAS:CURR? (例：E36102B、6
V、5 A出力の場合 )

11. Keysight Connection ExpertによるSCPIコマンド問合せによって返された電流を記録し、算出されたリミット値の範

囲内であるか確認します。
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CC負荷変動

このテストでは、フルスケールからショート回路への出力電圧の変化による出力電流の変化を測定します。

1. AC電源スイッチで、電源をオフします。

2. 下図のように、電源出力をDMM、電子負荷および電流シャントと接続します。

3. AC電源スイッチで、電源をオンします。

4. テスト・レコード・フォームの「CC負荷変動」の説明に従って、出力電圧と出力電流をプログラムします。

5. OUTP ONコマンドの送信、または出力オンキーの押下によって、出力がオンになります。

6. 電子負荷を定電圧モードで動作させ、テスト・レコード・フォームの「CC負荷変動」の説明に従って、電圧を電源

出力値に設定します。詳細については、テスト・レコード・フォームの「CC負荷変動」のテストの説明を参照してくだ

さい。電源のフロントパネルのCCインジケーターが点灯したままであることを確認します。CVまたはUNREGになった

場合は、CCインジケーターが点灯するまで出力電流がやや低下するように負荷を調整してください。DMMの電圧

読み値を電流モニタリング抵抗の抵抗値で除算することにより、電流読み値(Iload)を記録します。

7. 電子負荷をショート (入力ショート )モードで動作させます。DMMの電圧読み値を電流モニタリング抵抗の抵抗値で

除算することにより、電流読み値、(Ishort)を記録します。

8. ステップ6と7の電流読み値の差異は、負荷変動電流(Iload - Ishort)です。即時変更中の読み値の差異は、仕様

限界の範囲内である必要があります。
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CC電源変動

1. AC電源スイッチで、電源をオフします。

2. 電源出力をDMM、電子負荷および電流シャントと接続します。詳細については、推奨テスト機器を参照してくださ

い。

3. 電源のAC電源ケーブルをAC電源に接続します。

4. AC電源スイッチで、電源をオンします。

5. テスト・レコード・フォームの「CC電源変動」の説明に従って、出力電圧と出力電流をプログラムします。

6. 電子負荷を定電圧モードで動作させ、テスト・レコード・フォームの「CC電源変動」の説明に従って、電圧を電源

出力値に設定します。詳細については、テスト・レコード・フォームの「CC電源変動」のテストの説明を参照してくだ

さい。電源のフロントパネルのCCインジケーターが点灯したままであることを確認します。CVまたはUNREGになった

場合は、CCインジケーターが点灯するまで出力電流がやや低下するように負荷を調整してください。

7. AC電圧源を電源電圧の下限値に調整します(100 Vac(公称値)の場合は90 Vac、115 Vac(公称値)の場合は104
Vac、215 Vac(公称値)の場合は194 Vac、または230 Vac(公称値)の場合は207 Vac)。DMMの電圧読み値を電

流モニタリング抵抗の抵抗値で除算することにより、出力電流読み値、(Ilowline)を記録します。

8. AC電圧源を電源電圧の上限値に調整します(100 Vac(公称値)の場合は110 Vac、115 Vac(公称値)の場合は

127 Vac、215 Vac(公称値)の場合は237 Vacまたは230 Vac(公称値)の場合は253 Vac)。DMMの電圧読み値を

電流モニタリング抵抗の抵抗値で除算することにより、電流読み値、(Ihighline)をすぐに再度記録します。

9. ステップ7と8のDMM読み値の差異は、CC電源変動(Ilowline - Ihighline)です。即時変更中の読み値の差異は、

仕様限界の範囲内である必要があります。
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ローレンジ電流検証

ローレンジ電流プログラミング／リードバック確度

これらのテストでは、電流プログラミング機能とLANまたはUSBリードバック測定機能が仕様の範囲内であることを確認し

ます。リモートインタフェースによるリードバック値は、フロントパネルに表示されるリードバック値と同じになるはずですが、

最高分解能で表示されます。

1. AC電源スイッチで、電源をオフします。

2. 出力の(+)端子と(-)端子をDMMで接続します。

3. 下図のように、適切な抵抗を電源の(+)端子とDMMの(+)端子に直列に接続します。

4. PCを使用して電源を制御する場合は、LANケーブルまたはUSBケーブルで電源とPCを接続してください。

5. AC電源スイッチで、電源をオンします。

ローレンジ電流プログラミング確度

ステップ フロントパネル SCPI

6. テスト・レコード・フォームの「ローレンジ電流リードバック、最大ローレンジ

電流 (Ilowmax)
a」の説明に従って、測定器の設定を行います。詳細につい

ては、テスト・レコード・フォームを参照してください。

[a]出力状態がCVになるようにするためにローレンジ電流リードバック検証を実行する場合は、電流設定値を

2倍にする(例：0.02 Aを2倍にして0.04 Aにする)必要があります。

VOLT 6; CURR 0.04

これは、E36102B、6 V、20 mA
出力の場合の例です。

7. ［Output On/Off(出力オン／オフ)］キーを押下して、出力をオンにします。 OUTP ON

8. 出力状態はCVに、出力電流は目標の電流に近い値になります(E36102B、6 V、20 mA出力の場合、20
mA)。

9. DMMで測定された電流と、Keysight Connection ExpertによるSCPI
MEAS:CURR?コマンド問合せによって返された電流を記録し、算出された

リミット値の範囲内であるか確認します。

MEAS:CURR?

これは、E36102B、6 V、20 mA
出力の場合の例です。
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テスト・レコード・フォーム

テスト・レコード・フォーム - Keysight E36102B

テスト・レコード・フォーム - Keysight E36103B

テスト・レコード・フォーム - Keysight E36104B

テスト・レコード・フォーム - Keysight E36105B

テスト・レコード・フォーム - Keysight E36106B
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テスト・レコード・フォーム - Keysight E36102B

E36102B レポート番号 ____________日付 ____________

説明 下限値 結果 上限値

定電圧テスト

電圧プログラミング

ゼロ電圧出力 (V0)
最大電圧出力 (Vmax)

－0.003 V
5.994 V

______________
______________

0.003 V
6.006 V

電圧リードバック

インタフェース上で測定されたゼロ電圧

インタフェース上で測定された最大電圧

V0－0.003 V
Vmax－0.006 V

______________
______________

V0＋0.003 V
Vmax＋0.006 V

CV負荷変動 (Vload－Vnoload) －2.6 mV ______________ 2.6 mV

CV電源変動 (Vlowline－Vhighline) －1.6 mV ______________ 1.6 mV

CVリップル／ノイズ

p-p
rms

—
—

______________
______________

8 mV
350 μV

過渡応答 — ______________ 50 μs

定電流テスト

電流プログラミング

ゼロ電流出力 (I0)
最大電流出力 (Imax)

0.044975 A
4.9925 A

______________
______________

0.055025 A
5.0075 A

電流リードバック

インタフェース上で測定されたゼロ電流

インタフェース上で測定された最大電流

I0－0.004025 A
Imax－0.0065 A

______________
______________

I0＋0.004025 A
Imax＋0.0065 A

CC負荷変動 (Iload－ Ishort) －1250 μA ______________ 1250 μA

CC電源変動 (Ilowline－ Ihighline) －1250 μA ______________ 1250 μA

ローレンジ電流測定

インタフェース上で測定された最大ローレンジ電

流

Ilow max－90 μA ______________ Ilow max＋90 μA
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テストの説明 測定器の設定

電圧プログラミングおよびリードバック、ゼロ電圧 (V0) 0 V 5 A

電圧プログラミングおよびリードバック、最大電圧 (Vmax) 6 V 5 A

CV負荷変動、電源変動、リップル／ノイズ 6 V  5 A

過渡応答 6 V 2.5 A～5 A

電流プログラミングおよびリードバック、ゼロ電流 (I0) 0.05 A 6 V

電流プログラミングおよびリードバック、最大電流 (Imax) 5 A 6 V

CC負荷変動、電源変動、リップル／ノイズ 5 A 6 V

ローレンジ電流リードバック、最大ローレンジ電流 (Ilowmax)
[a] 0.04 A 6 V

[a] 出力状態がCVになるようにするためにローレンジ電流リードバック検証を実行する場合は、電流設定値を2倍にする必要があります。E36102Bの最大ローレンジ電流は0.02 Aです。

電流は0.04 Aに設定する必要があります。
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テスト・レコード・フォーム - Keysight E36103B

E36103B レポート番号 ____________日付 ____________

説明 下限値 結果 上限値

定電圧テスト

電圧プログラミング

ゼロ電圧出力 (V0)
最大電圧出力 (Vmax)

－0.008 V
-19.982 V

______________
______________

0.008 V
20.018 V

電圧リードバック

インタフェース上で測定されたゼロ電圧

インタフェース上で測定された最大電圧

V0－0.005 V
Vmax－0.015 V

______________
______________

V0＋0.005 V
Vmax＋0.015 V

CV負荷変動 (Vload－Vnoload) －5 mV ______________ 5 mV

CV電源変動 (Vlowline－Vhighline) －4 mV ______________ 4 mV

CVリップル／ノイズ

p-p
rms

—
—

______________
______________

15 mV
0.8 mV

過渡応答 — ______________ 50 μs

定電流テスト

電流プログラミング

ゼロ電流出力 (I0)
最大電流出力 (Imax)

0.018990 A
1.998 A

______________
______________

0.021010 A
2.002 A

電流リードバック

インタフェース上で測定されたゼロ電流

インタフェース上で測定された最大電流

I0－0.001010 A
Imax－0.002 A

______________
______________

I0＋0.001010 A
Imax＋0.002 A

CC負荷変動 (Iload－ Ishort) －500 μA ______________ 500 μA

CC電源変動 (Ilowline－ Ihighline) －500 μA ______________ 500 μA

ローレンジ電流測定

インタフェース上で測定された最大ローレンジ電

流

Ilow max－60 μA ______________ Ilow max＋60 μA
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テストの説明 測定器の設定

電圧プログラミングおよびリードバック、ゼロ電圧 (V0) 0 V 2 A

電圧プログラミングおよびリードバック、最大電圧 (Vmax) 20 V 2 A

CV負荷変動、電源変動、リップル／ノイズ 20 V  2 A

過渡応答 20 V 1 A～2 A

電流プログラミングおよびリードバック、ゼロ電流 (I0) 0.02 A 20 V

電流プログラミングおよびリードバック、最大電流 (Imax) 2 A 20 V

CC負荷変動、電源変動、リップル／ノイズ 2 A 20 V

ローレンジ電流リードバック、最大ローレンジ電流 (Ilowmax)
[a] 0.016 A 20 V

[a] 出力状態がCVになるようにするためにローレンジ電流リードバック検証を実行する場合は、電流設定値を2倍にする必要があります。E36103Bの最大ローレンジ電流は0.008 Aです。

電流は0.016 Aに設定する必要があります。
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テスト・レコード・フォーム - Keysight E36104B

E36104B レポート番号 ____________日付 ____________

説明 下限値 結果 上限値

定電圧テスト

電圧プログラミング

ゼロ電圧出力 (V0)
最大電圧出力 (Vmax)

－0.012 V
34.9705 V

______________
______________

0.012 V
35.0295 V

電圧リードバック

インタフェース上で測定されたゼロ電圧

インタフェース上で測定された最大電圧

V0－0.008 V
Vmax－0.0255 V

______________
______________

V0＋0.008 V
Vmax＋0.0255 V

CV負荷変動 (Vload－Vnoload) －9.5 mV ______________ 9.5 mV

CV電源変動 (Vlowline－Vhighline) －7.5 mV ______________ 7.5 mV

CVリップル／ノイズ

p-p
rms

—
—

______________
______________

20 mV
1.2 mV

過渡応答 — ______________ 50 μs

定電流テスト

電流プログラミング

ゼロ電流出力 (I0)
最大電流出力 (Imax)

0.009395 A
0.9989 A

______________
______________

0.010605 A
1.0011 A

電流リードバック

インタフェース上で測定されたゼロ電流

インタフェース上で測定された最大電流

I0－0.000505 A
Imax－0.001 A

______________
______________

I0＋0.000505 A
Imax＋0.001 A

CC負荷変動 (Iload－ Ishort) －250 μA ______________ 250 μA

CC電源変動 (Ilowline－ Ihighline) －250 μA ______________ 250 μA

ローレンジ電流測定

インタフェース上で測定された最大ローレンジ電

流

Ilow max－50 μA ______________ Ilow max＋50 μA
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テストの説明 測定器の設定

電圧プログラミングおよびリードバック、ゼロ電圧 (V0) 0 V 1 A

電圧プログラミングおよびリードバック、最大電圧 (Vmax) 35 V 1 A

CV負荷変動、電源変動、リップル／ノイズ 35 V 1 A

過渡応答 35 V 0.5 A～1 A

電流プログラミングおよびリードバック、ゼロ電流 (I0) 0.01 A 35 V

電流プログラミングおよびリードバック、最大電流 (Imax) 1 A 35 V

CC負荷変動、電源変動、リップル／ノイズ 1 A 35 V

ローレンジ電流リードバック、最大ローレンジ電流 (Ilowmax)
[a] 0.008 A 35 V

[a] 出力状態がCVモードに切り替わるようにするためには、電流設定値を出力電流の2倍にする必要があります。E36104Bの最大ローレンジ電流は0.004 Aです。電流は0.008 Aに設定

する必要があります。
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テスト・レコード・フォーム - Keysight E36105B

E36105B レポート番号 ____________日付 ____________

説明 下限値 結果 上限値

定電圧テスト

電圧プログラミング

ゼロ電圧出力 (V0)
最大電圧出力 (Vmax)

－0.02 V
59.95 V

______________
______________

0.02 V
60.05 V

電圧リードバック

インタフェース上で測定されたゼロ電圧

インタフェース上で測定された最大電圧

V0－0.012 V
Vmax－0.042 V

______________
______________

V0＋0.012 V
Vmax＋0.042 V

CV負荷変動 (Vload－Vnoload) －16 mV ______________ 16 mV

CV電源変動 (Vlowline－Vhighline) －13 mV ______________ 13 mV

CVリップル／ノイズ

p-p
rms

—
—

______________
______________

30 mV
1.55 mV

過渡応答 — ______________ 50 μs

定電流テスト

電流プログラミング

ゼロ電流出力 (I0)
最大電流出力 (Imax)

0.005597 A
0.5993 A

______________
______________

0.006403 A
0.6007 A

電流リードバック

インタフェース上で測定されたゼロ電流

インタフェース上で測定された最大電流

I0－0.000303 A
Imax－0.0006 A

______________
______________

I0＋0.000303 A
Imax＋0.0006 A

CC負荷変動 (Iload－ Ishort) －150 μA ______________ 150 μA

CC電源変動 (Ilowline－ Ihighline) －150 μA ______________ 150 μA

ローレンジ電流測定

インタフェース上で測定された最大ローレンジ電

流

Ilow max－47.5μA ______________ Ilow max＋47.5 μA
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テストの説明 測定器の設定

電圧プログラミングおよびリードバック、ゼロ電圧 (V0) 0 V 0.6 A

電圧プログラミングおよびリードバック、最大電圧 (Vmax) 60 V 0.6 A

CV負荷変動、電源変動、リップル／ノイズ 60 V 0.6 A

過渡応答 60 V 0.3 A～0.6 A

電流プログラミングおよびリードバック、ゼロ電流 (I0) 0.006 A 60 V

電流プログラミングおよびリードバック、最大電流 (Imax) 0.6 A 60 V

CC負荷変動、電源変動、リップル／ノイズ 0.6 A 60 V

ローレンジ電流リードバック、最大ローレンジ電流 (Ilowmax)
[a] 0.006 A 60 V

[a] 出力状態がCVになるようにするためにローレンジ電流リードバック検証を実行する場合は、電流設定値を2倍にする必要があります。E36105Bの最大ローレンジ電流は0.003 Aです。

電流は0.006 Aに設定する必要があります。
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テスト・レコード・フォーム - Keysight E36106B

E36106B レポート番号 ____________日付 ____________

説明 下限値 結果 上限値

定電圧テスト

電圧プログラミング

ゼロ電圧出力 (V0)
最大電圧出力 (Vmax)

－0.04 V
99.91 V ______________

______________

0.04 V
100.09 V

電圧リードバック

インタフェース上で測定されたゼロ電圧

インタフェース上で測定された最大電圧

V0－0.02 V
Vmax－0.07 V

______________
______________

V0＋0.02 V
Vmax＋0.07 V

CV負荷変動 (Vload－Vnoload) －30 mV ______________ 30 mV

CV電源変動 (Vlowline－Vhighline) －22 mV ______________ 22 mV

CVリップル／ノイズ

p-p
rms

—
—

______________
______________

40 mV
2.5 mV

過渡応答 — ______________ 50 μs

定電流テスト

電流プログラミング

ゼロ電流出力 (I0)
最大電流出力 (Imax)

0.003698 A
0.3995 A

______________
______________

0.004302 A
0.4005 A

電流リードバック

インタフェース上で測定されたゼロ電流

インタフェース上で測定された最大電流

I0－0.000202 A
Imax－0.0004 A

______________
______________

I0＋0.000202 A
Imax＋0.0004 A

CC負荷変動 (Iload－ Ishort) －100 μA ______________ 100 μA

CC電源変動 (Ilowline－ Ihighline) －100 μA ______________ 100 μA

ローレンジ電流測定

インタフェース上で測定された最大ローレンジ電

流

Ilow max－45 μA ______________ Ilow max＋45 μA
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テストの説明 測定器の設定

電圧プログラミングおよびリードバック、ゼロ電圧 (V0) 0 V 0.4 A

電圧プログラミングおよびリードバック、最大電圧 (Vmax) 100 V 0.4 A

CV負荷変動、電源変動、リップル／ノイズ 100 V 0.4 A

過渡応答 100 V 0.2 A～0.4 A

電流プログラミングおよびリードバック、ゼロ電流 (I0) 0.004 A 100 V

電流プログラミングおよびリードバック、最大電流 (Imax) 0.4 A 100 V

CC負荷変動、電源変動、リップル／ノイズ 0.4 A 100 V

ローレンジ電流リードバック、最大ローレンジ電流 (Ilowmax)
[a] 0.004 A 100 V

[a] 出力状態がCVになるようにするためにローレンジ電流リードバック検証を実行する場合は、電流設定値を2倍にする必要があります。E36106Bの最大ローレンジ電流は0.002 Aです。

電流は0.004 Aに設定する必要があります。

86 Keysight E36100Bシリーズ操作／サービスガイド



校正／調整手順

この章では、Keysight E36100Bシリーズ電源の校正／調整手順について説明します。この手順は、フロントパネルまた

はLAN/USB経由でコントローラーから実行できます。

検証テストは、測定器の校正前に実行してください。測定器が検証テストに合格した場合、ユニットは校

正制限内で動作し、再校正を行う必要はありません。

閉ケース電子式校正

測定器は閉ケース電子式校正を使用します。内部の機械的な調整は不要です。測定器は、適用された基準信号を

基に補正係数を計算し、不揮発性メモリに補正係数を記憶します。このデータは、電源の入れ直し、*RST、または

SYSTem:PRESetによって変更されることはありません。

校正間隔

Keysight E36100Bシリーズ電源の推奨校正間隔は1年です。

校正／調整プロセス

以下の一般的な手順は、フル校正／調整を実行するときに推奨されます。

1. テストに関する注意事項に従ってください。詳細については、性能検証＞テストに関する注意事項を参照してくだ

さい。

2. 性能検証テストを実行して、測定器を特性評価します。詳細については、性能検証を参照してください。

3. 校正のために測定器のセキュリティーを解除します。詳細については、校正のセキュリティーを参照してください。

4. 校正手順を実行します。詳細については、校正手順を参照してください。

5. 測定器の校正をセキュリティー保護します。詳細については、校正のセキュリティーを参照してください。

6. 測定器の保守レコードにセキュリティーコードと校正カウントを記録します。

7. 性能検証テストを実行して、校正を検証します。
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校正のセキュリティー

測定器には、誤った、または不正な校正を防ぐための校正セキュリティーコードがあります。電源は、届いた時には、デ

フォルトのセキュリティーコードによってセキュリティー保護されています(以下を参照)。セキュリティーコードは、電源の入

れ直しや*RSTによって変更されることはありません。

モデル デフォルトコード

E36102B 036102

E36103B 036103

E36104B 036104

E36105B 036105

E36106B 036106

フロントパネルから最大6桁のセキュリティーコードを入力するか、リモートインタフェースから最大9桁のセキュリティーコー

ドを入力することができます。

忘れてしまったセキュリティーコードを工場設定にリセットするために、以下のように、測定器内部のCAL
SECUREジャンパーJ3をショートさせてから測定器をオンにすることができます。
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校正カウント

測定器は、校正データを保存した回数をカウントします。ご使用の測定器は工場出荷時に校正されています。測定器

を受領したら、初期カウントを読み取って記録しておいてください。CAL:COUNt?問合せを送信することによって読み取れ

るのは、校正カウントだけです。校正カウントは、電源の入れ直しまたは*RSTによって変更されることはありません。

Auto Save(オートセーブ)をオンにした場合、校正ステートを終了するとカウントが増えます。2重カウントを防ぐためには、

Auto Save(オートセーブ)をオンにした状態で手動でカウントを保存しないでください。

校正メッセージ

CALibration:STRingコマンドを使用することにより、最大で40文字のメッセージを校正メモリに保存できます。例えば、

最終校正日、校正期日、校正担当者の問い合わせ情報を保存できます。校正メッセージは、電源の入れ直しまたは

*RSTの影響を受けません。

校正メッセージを保存できるのは測定器のセキュリティー保護が解除されている場合だけですが、CALibration:STRing?
問合せは、測定器がセキュリティー保護されているかどうかにかかわらず実行できます。新しい校正メッセージは前のメッ

セージを上書きします。また、40文字を超えるメッセージは切り捨てられます。

校正データの保存

測定器の電源を入れ直したり、Auto Save(オートセーブ)機能がオフの状態で校正ステートを終了する前に、必ず新し

い校正データを保存してください。校正データを保存するには、CAL:SAVEを送信するか、フロントパネルから校正データ

を保存します。

校正のオートセーブ

測定器には校正のオートセーブ機能があります。この機能は、自動的に校正データを不揮発性メモリに保存し、校正

ステートの終了時に校正カウントを増分します。

CAL auto Save(校正のオートセーブ)機能をオン／オフするには、CAL:ASAV ONまたはCAL:ASAV OFFを送信します。CAL
auto Save(校正のオートセーブ)の状態を問合せするには、CAL:ASAV?を送信します。

校正手順

校正ステートの入力

校正手順を開始するには、校正ステートを入力する必要があります。

ステップ フロントパネル SCPI

1 ユニットの電源を入れながら、 [Calibrate(校正する)]を押し続けます。

2 [Secure(セキュア)]を押し、ノブをセキュリティーコードまで回し、ノブを押して

桁間を移動します。終わったら、 [Secure(セキュア)]を押します。

CAL:STAT ON, <code>
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電圧の校正

ユニットの出力をONにした状態で1分間放置してから、DMMの電圧入力を電源に接続します。

ステップ フロントパネル SCPI

1 ノブを「Cal Voltage(電圧校正 )」まで回して、ノブを押します。 CAL:VOLT:LEV MIN

2 DMMで出力電圧 (ローポイント )を測定します。

3 測定値を入力して、ノブを押します。 CAL:VOLT <reading>
CAL:VOLT:LEV MAX

4 DMMで出力電圧 (ハイポイント )を測定します。

5 測定値を入力して、ノブを押します。 CAL:VOLT <reading>

6 ディスプレイに、DONE(完了 )またはFAIL(失敗 )と表示されます。 (10秒待つ)
SYST:ERR?

電流の校正

ユニットの出力をONにした状態で1分間放置してから、校正する出力端子間に電流モニタリング抵抗を接続し、モニタ

リング抵抗の終端間DMMを接続します。

ステップ フロントパネル SCPI

1 ノブを「Cal Current(電流校正 )」まで回して、ノブを押します。 CAL:CURR:LEV MIN

2 DMMで低出力電流を測定します(DMM読み値／シャント抵抗 )。

3 測定値を入力して、ノブを押します。 CAL:CURR <reading>
CAL:CURR:LEV MAX

4 DMMで高出力電流を測定します(DMM読み値／シャント抵抗 )。

5 測定値を入力して、ノブを押します。 CAL:CURR <reading>

6 ディスプレイに、DONE(完了 )またはFAIL(失敗 )と表示されます。

小電流の校正

ユニットの出力をONにした状態で1分間放置してから続行します。

ステップ フロントパネル SCPI

1 ノブを「Cal Current(電流校正 )」まで回して、ノブを押します。 CAL:CURR:LEV:LOW MIN

2 「Cal in Prog(校正の実行中 )」というメッセージが消えるまで、約40秒待ちます。

3 ディスプレイに2番目のポイントの校正が表示されている場合は、DMMの

電流入力とご使用の測定器モデルに適した適切な校正抵抗 (性能検

証＞推奨テスト機器を参照 )を電源に接続します。

4 DMMで出力電流を測定します。 CAL:CURR:LEV:LOW MAX

5 測定値を入力して、ノブを押します。 CAL:CURR:LOW <rdg>

6 ディスプレイに、DONE(完了 )またはFAIL(失敗 )と表示されます。 (25秒待つ)
SYST:ERR?
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校正データの保存

校正データを保存するには、「CAL Save(校正の保存)」メニューに移動して校正データを保存するか、「Auto Save(オート

セーブ)」機能をオンにします。Auto Save(オートセーブ)では、ユーザーが校正メニューを終了すると、校正データが保存

されます。

電圧、電流、小電流の校正が完了したら、校正ステートを終了する前に校正データを保存します。Auto Save(オート

セーブ)がオンの場合は校正ステートを終了するだけです。

CALデータを保存する：CAL:SAVE

CAL auto Save(校正のオートセーブ)をオンにする： CAL:ASAVE ON

CALステートを終了する： CAL:STAT OFF, 036102

仕様と代表的な特性

E36100BシリーズプログラマブルDC電源の特性と仕様については、データシート

http://literature.cdn.keysight.com/litweb/pdf/5992-2437EN.pdfをご覧ください。
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